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前年度からの変更点

2021 年度について下記の事項が変更となりました。

【社会学科】

・新規開講科目

「社会階層論」：2 単位 学科科目第 2 群

「法社会学」：2 単位 学科科目第 4 群

・廃止科目

「法社会学１」「法社会学 2」学科科目第 4 群

「社会教育課題研究Ａ」「社会教育課題研究Ｂ」 学科科目第 5 群



****社会学部****

２０１３年度生用

明治学院大学履修要項

～履修の方法を知るために～
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明治学院共通科目履修の方法
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本学の授業科目は、学科科目と共通科目によって構成されており、それぞれについて卒業のために必要とされ

る取得単位数等が定められている。学生は、学科の定めるところに従いつつ、４年間にわたる自らの学修計画を

決定しなければならない。以下は、2004年度より設置された「明治学院共通科目」の科目名と履修上の諸注意で

ある。学生諸君には、下記の記載事項を精読して、履修登録上の事故を未然に防ぐとともに、自らの教養を高め

るために有用な授業科目を見出すことを切に期待する。

[履修上の注意]

①Ａ・Ｂ及び１～８は独立した科目であり、それぞれについて単位を取得しなければならない。なお、原則として

Ａ・Ｂは、同一曜時限の同一担当者のｸﾗｽを履修することとし、同一曜時限に複数ｸﾗｽが開講されている場合にも、

いずれか１ｸﾗｽを定めて履修するものとする。

②以下の表の配当年次とは、その科目を履修できる下限の年次を示したものである。１年次配当科目とは、１年次

以上の学生が履修できることを意味している。

③特に指示がある科目を除き、同一科目が異なる曜時限に複数開講されている場合でも、履修できるのは1つだけで

ある。

(例:D1001「ｷﾘｽﾄ教の諸相1」が月曜1限と月曜2限に開講されている場合、履修できるのは片方のみ)

④取得可能な単位数は、学科ごとに定められている。『履修要項』の説明を参照すること。

⑤履修可能なｸﾗｽの開講学期等については、Port Hepburnの開講科目情報 時間割表で、各自が所属する学科・入学

年度の時間割表を参照すること。

[科目ｺｰﾄﾞについて]
明治学院共通科目には科目ｺｰﾄﾞが付番される。その意味は下記のとおりとなる。

         C・D・E・H・I   +   1 ～ 3  +  0 ～ 9  +  0 ～ 9  +  1 ～ 8

           科目群ｲﾆｼｱﾙ         配当年次        科目群内の当該科目固有番号

                             （千の位）      （百の位）→下 3 ケタ

科目例：C1011 ｷﾘｽﾄ教の基礎 A
D1001 ｷﾘｽﾄ教の諸相 1
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[C 群科目]

必修および選択必修科目。以下の基本科目 1～3について、それぞれ所定の単位を取得すること。

１．ｷﾘｽﾄ教基本科目

全学必修のｷﾘｽﾄ教関連科目。Ａ・Ｂそれぞれ２単位、計４単位を取得しなければならない。

配当年次 科 目 名 単位数 開講学期 科 目 名 単位数 開講学期

1 C1011 ｷﾘｽﾄ教の基礎 A 2 春 C1012 ｷﾘｽﾄ教の基礎 B 2 秋

２．外国語基本科目

必修である英語科目と選択必修の初習語科目。

社会学部各学科の履修一覧

英語

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
初習英語 ﾌﾗﾝｽ語 中国語 ﾄﾞｲﾂ語 ｽﾍﾟｲﾝ語 ﾛｼｱ語 韓国語 日本語

社会学科
● 英

語
を
学
ん

で
い
な
い
者

が
対
象

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 留
学
生
対
象

科
目

必修 初習語として、いずれか一言語（４単位）を選択必修

社会福祉学科
● ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
必修 初習語として、いずれか一言語（４単位）を選択必修

・表においては、●：必修 ◎：選択必修を表す。

・Ｅ群科目（○○語の基礎）との関係：選択した初習語と同一言語の「○○語の基礎」は履修できない。

・英語科目については、「英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ」1Ａ・Ｂ、2Ａ・Ｂそれぞれ各1単位、計4単位を取得しなければならない。

なお、特別に高度な英語運用能力を有すると認定された学生については、同科目の単位取得を免除されることが

ある。

・初習語とは、ﾌﾗﾝｽ語、中国語、ﾄﾞｲﾂ語、ｽﾍﾟｲﾝ語、ﾛｼｱ語、韓国語をいう。いずれか1言語を選択し、その言語につ

いて1Ａ・Ｂ、2Ａ・Ｂの各1単位、計4単位を取得しなければならない。可能な限り1学年次での履修と単位取得が

望ましい。

・「初習英語」1Ａ・Ｂ、2Ａ・Ｂは、高等学校等で英語を学んでいない者だけが履修できる。なお、この科目は横浜

校舎のみの開講である。

・「日本語」1Ａ・Ｂ、2Ａ・Ｂは留学生のための必修外国語科目であり、一般学生は履修することができない。留学

生は「日本語1Ａ・Ｂ、2Ａ・Ｂ」４単位を必修とし、さらに日本語以外の言語（同一言語、ただし母国語は除く）

から４単位を必修とする。

・原則として、入学時に選択した「初習語」は他の言語へ変更することはできない。ただし、特別の事情があり、

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ期間に申し出た者については、科目責任者が判断する。
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配当年次 科 目 名 単位数 開講学期 科 目 名 単位数 開講学期

1 C1111 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 1A 1 春 C1112 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 1B 1 秋

1 C1113 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 2A 1 春 C1114 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 2B 1 秋

1 C1131 初習英語 1A 1 春 C1132 初習英語 1B 1 秋

1 C1133 初習英語 2A 1 春 C1134 初習英語 2B 1 秋

1 C1211 ﾌﾗﾝｽ語 1A 1 春 C1212 ﾌﾗﾝｽ語 1B 1 秋

1 C1213 ﾌﾗﾝｽ語 2A 1 春 C1214 ﾌﾗﾝｽ語 2B 1 秋

1 C1311 中国語 1A 1 春 C1312 中国語 1B 1 秋

1 C1313 中国語 2A 1 春 C1314 中国語 2B 1 秋

1 C1411 ﾄﾞｲﾂ語 1A 1 春 C1412 ﾄﾞｲﾂ語 1B 1 秋

1 C1413 ﾄﾞｲﾂ語 2A 1 春 C1414 ﾄﾞｲﾂ語 2B 1 秋

1 C1511 ｽﾍﾟｲﾝ語 1A 1 春 C1512 ｽﾍﾟｲﾝ語 1B 1 秋

1 C1513 ｽﾍﾟｲﾝ語 2A 1 春 C1514 ｽﾍﾟｲﾝ語 2B 1 秋

1 C1611 ﾛｼｱ語 1A 1 春 C1612 ﾛｼｱ語 1B 1 秋

1 C1613 ﾛｼｱ語 2A 1 春 C1614 ﾛｼｱ語 2B 1 秋

1 C1711 韓国語 1A 1 春 C1712 韓国語 1B 1 秋

1 C1713 韓国語 2A 1 春 C1714 韓国語 2B 1 秋

1 C1811 日本語 1A 1 春 C1812 日本語 1B 1 秋

1 C1813 日本語 2A 1 春 C1814 日本語 2B 1 秋

・英語以外の言語について、既習している言語を選択する際には必ず教務課窓口に相談すること。

３．情報処理基本科目

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀに関する選択必修科目。

・「ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾘﾃﾗｼｰ1」は入門ｸﾗｽ、「ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾘﾃﾗｼｰ2」は初級ｸﾗｽである。学生は、自らの習熟度を判断して1または2を

選択し、２単位を取得しなければならない。なお、それぞれの授業内容については、ｼﾗﾊﾞｽを参照すること。

・入学時に中級以上の技能を有する学生については、Ｅ群科目「ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾘﾃﾗｼｰ研究」1Ａ・Ｂ、2Ａ・Ｂから2単位を

取得することにより、必修の2単位に振り替えることができる。

配当年次 科 目 名 単位数 開講学期 科 目 名 単位数 開講学期

1 C1911 ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾘﾃﾗｼｰ 1 2 春または秋 C1912 ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾘﾃﾗｼｰ 2 2 春または秋
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[D 群科目]

分野別の基礎的講義科目。以下の諸科目から自由に選択して履修することができる。多様な科目を選択してもよいし、

同一科目を集中的に選択してもよい。学生それぞれの関心に即して履修計画を立てることが可能である。なお、社会

学科生、社会福祉学科生については、学科によって定められた科目の単位を取得しなければならない。「履修の方法」

の頁の「卒業までに必要な単位数」の記載事項に注意すること。

・それぞれの科目の科目番号ごとの内容は、ｼﾗﾊﾞｽに（授業ﾃｰﾏを付して）公表される。履修に際してはそれらを参照

すること。

１．人文科学系科目

配当年次 科 目 名 単位数開講学期 科 目 名 単位数開講学期

1 D1001～1008 ｷﾘｽﾄ教の諸相1～8 各2 春・秋 D1011～1018 宗教史 1～8 各2 春・秋

1 D1021～1028 哲学1～8 各2 春・秋 D1031～1037 倫理学 1～7 各2 春・秋

1 D1041～1048 論理学 1～8 各2 春・秋 D1051～1054 言語の科学1～4 各2 春・秋

1 D1061～1068 心理学 1～8 各2 春・秋 D1071～1072 教育学 1～2 各2 春・秋

1 D1081～1088 芸術学 1～8 各2 春・秋 D1091～1098 日本文学1～8 各2 春・秋

1
D1101～1108 ﾖｰﾛｯﾊﾟ言語圏の文学1
～8 各2 春・秋

D1111～1116 ｱｼﾞｱ言語圏の文学1～
6 各2 春・秋

1 D1121～1128 日本文化論1～8 各2 春・秋
D1131～1138 ﾖｰﾛｯﾊﾟ言語圏の文化1
～8 各2 春・秋

1
D1141～1148 ｱｼﾞｱ言語圏の文化1～
8 各2 春・秋

※３年次以上で「哲学（専）1・2」を履修するためには、「哲学1～8」「倫理学1～7」「論理学1～8」のうち、同一名称で２科目

（計４単位）を取得済でなければならない。

※「心理学3～8」を履修するためには、「心理学1・2」の単位取得が望ましい。

２．社会科学系科目

配当年次 科 目 名 単位数開講学期 科 目 名 単位数開講学期

1
D1201～1202 法学（日本国憲法を

含む）1～2
各 2 春・秋 D1211～1212 政治学 1～2 各 2 春・秋

1 D1221～1228 社会学 1～8 各 2 春・秋 D1231～1232 社会福祉学 1～2 各 2 春・秋

1 D1241～1242 経済学 1～2 各 2 春・秋 D1251～1254 統計学 1～4 各 2 春・秋

1 D1261～1268 歴史学 1～8 各 2 春・秋 D1271～1278 地理学 1～8 各 2 春・秋

1 D1281～1282 文化人類学 1～2 各 2 春・秋 D1291～1294 社会科学概論 1～4 各 2 春・秋

３．自然科学系科目

配当年次 科 目 名 単位数開講学期 科 目 名 単位数開講学期

1 D1401～1408 数学 1～8 各 2 春・秋 D1411～1416 物理学 1～6 各 2 春・秋

1 D1421～1426 化学 1～6 各 2 春・秋 D1431～1437 生物学 1～7 各 2 春・秋

1 D1441～1442 生命科学 1～2 各 2 春・秋 D1451～1454 情報科学 1～4 各 2 春・秋

４．健康・ｽﾎﾟｰﾂ科学系科目

配当年次 科 目 名 単位数 開講学期 科 目 名 単位数開講学期

1 D1601～1602 健康科学 1～2 各 2 春・秋 D1611～1612 ｽﾎﾟｰﾂ科学 1～2 各 2 春・秋

1 D1621～1624 ｽﾎﾟｰﾂ方法学 1～4 各 2 春・秋

※履修に際しては、『明治学院共通科目 健康・ｽﾎﾟｰﾂ科学関連科目履修の手引き』を参照すること。
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５．総合教育系科目

配当年次 科 目 名 単位数 開講学期 科 目 名 単位数開講学期

1 D1801～1808 現代世界と人間 1～8 各 2 春・秋 D1811～D1813明治学院研究 1～3 各 2 春・秋

1 D1831～1836 環境学 1～6 各 2 春・秋 D1841～D1848 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ学 1～8 各 2 春・秋

1 D1851 ﾗｲﾌﾃﾞｻﾞｲﾝ講座 1 2 春または秋 D1871～D1873現代平和研究 1～3 各 2 春・秋

2 D2821～2822 ｵﾙｶﾞﾝ実習 1～2 各 2 春・秋

2 D2852 ﾗｲﾌﾃﾞｻﾞｲﾝ講座 2 2 春または秋

2 D2861 ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ 1    2
春または

秋

3 D3853～3854 ﾗｲﾌﾃﾞｻﾞｲﾝ講座 3～4 各 2 春・秋

※「ｵﾙｶﾞﾝ実習」1～2は実習体験型の科目であり、その実施時期や授業形態について特別な条件が付されている。

[E 群科目]

実験・実習・演習的科目。履修者数が制限されることがあるので、履修希望者はｼﾗﾊﾞｽを参照すること。

※Ａ・Ｂは独立した科目であるが、可能な限り同一曜時限の同一担当者のｸﾗｽを履修することとし、同一曜時限に複数

ｸﾗｽが開講されている場合にも、いずれか１ｸﾗｽを定めて履修するものとする。

１．「特別演習○○語」

・Ｃ群の２で選択した初習語と同じ言語について、さらに学修機会を増やすことを希望する学生のためのｲﾝﾃﾝｼｳﾞｸﾗ

ｽである。

・原則として「初習語」1Ａ・Ｂ、2Ａ・Ｂと同一年次に履修するものとする。

・この科目の単位取得をもって、Ｃ群の初習語必修単位に振り替えることはできない。

配当年次 科 目 名 単位数 開講学期 科 目 名 単位数 開講学期

1 E1101 特別演習ﾌﾗﾝｽ語 A 1 春 E1102 特別演習ﾌﾗﾝｽ語 B 1 秋

1 E1111 特別演習中国語 A 1 春 E1112 特別演習中国語 B 1 秋

1 E1121 特別演習ﾄﾞｲﾂ語 A 1 春 E1122 特別演習ﾄﾞｲﾂ語 B 1 秋

1 E1131 特別演習ｽﾍﾟｲﾝ語 A 1 春 E1132 特別演習ｽﾍﾟｲﾝ語 B 1 秋

1 E1141 特別演習ﾛｼｱ語 A 1 春 E1142 特別演習ﾛｼｱ語 B 1 秋

1 E1151 特別演習韓国語 A 1 春 E1152 特別演習韓国語 B 1 秋

２．「○○語の基礎」

・Ｃ群の２で選択した初習語以外の言語について、基礎的な学修を希望する学生のためのｲﾝﾃﾝｼｳﾞｸﾗｽである。した

がって、Ｃ群の２で選択した初習語と同一の言語について、以下の科目を履修することはできない。

・年次を問わず履修することができる。

・この科目の単位取得をもって、Ｃ群の初習語必修単位に振り替えることはできない。

配当年次 科 目 名 単位数 開講学期 科 目 名 単位数 開講学期

1 E1201 ﾌﾗﾝｽ語の基礎 A 1 春 E1202 ﾌﾗﾝｽ語の基礎 B 1 秋

1 E1211 中国語の基礎 A 1 春 E1212 中国語の基礎 B 1 秋

1 E1221 ﾄﾞｲﾂ語の基礎 A 1 春 E1222 ﾄﾞｲﾂ語の基礎 B 1 秋
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1 E1231 ｽﾍﾟｲﾝ語の基礎 A 1 春 E1232 ｽﾍﾟｲﾝ語の基礎 B 1 秋

1 E1241 ﾛｼｱ語の基礎 A 1 春 E1242 ﾛｼｱ語の基礎 B 1 秋

1 E1251 韓国語の基礎 A 1 春 E1252 韓国語の基礎 B 1 秋

1 E1261 ｲﾀﾘｱ語の基礎 A 1 春 E1262 ｲﾀﾘｱ語の基礎 B 1 秋

1 E1263 ｱﾗﾋﾞｱ語の基礎 A 1 春 E1264 ｱﾗﾋﾞｱ語の基礎 B 1 秋

1 E1265 ﾀｲ語の基礎 A 1 春 E1266 ﾀｲ語の基礎 B 1 秋

３．「○○語研究」・「○○語特別研究」

・英語およびＣ群の２で選択した初習語について、次年度以降も学修を継続することを希望する学生のためのｲﾝﾃﾝｼ

ｳﾞｸﾗｽである。「○○語研究」1Ａ・Ｂ、2Ａ・Ｂは２年次から、「○○語研究」3Ａ・Ｂは３年次以上から履修が可

能となる。いずれも各学期２単位科目である。

・履修に際し一定の語学力が必要とされるため、「英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ」1Ａ・Ｂ、2Ａ・Ｂの計４単位を未取得の者が、

以下の「英語研究」を履修することは望ましくない。また、「英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ」が必修ではない学生が履修を希望

する場合は、初回の授業に必ず出席して履修許可を得ることが必要である。

・Ｃ群の２で選択した「初習語」1Ａ・Ｂ、2Ａ・Ｂの計４単位を未取得の者が、以下の「○○語研究」を履修する

ことは望ましくない。

・「英語特別研究」101、102は１年次で「英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ」に加えてﾘﾃﾗｼｰ（読み・書き）を強化することを希望する

学生のためのｲﾝﾃﾝｼｳﾞｸﾗｽである（英文学科、国際学科、国際ｷｬﾘｱ学科を除く）。

・「英語特別研究」111～118、「ﾌﾗﾝｽ語特別研究」111～112、「ﾄﾞｲﾂ語特別研究」111～112、「ｽﾍﾟｲﾝ語特別研究」111

～112、「韓国語特別研究」111～112、「中国語特別研究」111～112は留学を希望する学生を支援する留学準備のた

めのｲﾝﾃﾝｼｳﾞｸﾗｽである。履修に際しては一定の語学力を必要とされるため、初回の授業に必ず出席して履修許可

を得ることが必要である。履修の制限を伴う科目もあるので、必ず事前にポートヘボンや配布資料等にて確認し、

指示に従うこと。

・これらの科目の単位取得をもって、Ｃ群の初習語必修単位に振り替えることはできない。

配当年次 科 目 名 単位数 開講学期 科 目 名 単位数 開講学期

2 E2401 英語研究 1A 2 春 E2402 英語研究 1B 2 秋

2 E2403 英語研究 2A 2 春 E2404 英語研究 2B 2 秋

3 E3405 英語研究 3A 2 春 E3406 英語研究 3B 2 秋

2 E2411 ﾌﾗﾝｽ語研究 1A 2 春 E2412 ﾌﾗﾝｽ語研究 1B 2 秋

2 E2413 ﾌﾗﾝｽ語研究 2A 2 春 E2414 ﾌﾗﾝｽ語研究 2B 2 秋

3 E3415 ﾌﾗﾝｽ語研究 3A 2 春 E3416 ﾌﾗﾝｽ語研究 3B 2 秋

2 E2421 中国語研究 1A 2 春 E2422 中国語研究 1B 2 秋

2 E2423 中国語研究 2A 2 春 E2424 中国語研究 2B 2 秋

3 E3425 中国語研究 3A 2 春 E3426 中国語研究 3B 2 秋

2 E2431 ﾄﾞｲﾂ語研究 1A 2 春 E2432 ﾄﾞｲﾂ語研究 1B 2 秋

2 E2433 ﾄﾞｲﾂ語研究 2A 2 春 E2434 ﾄﾞｲﾂ語研究 2B 2 秋

3 E3435 ﾄﾞｲﾂ語研究 3A 2 春 E3436 ﾄﾞｲﾂ語研究 3B 2 秋

2 E2441 ｽﾍﾟｲﾝ語研究 1A 2 春 E2442 ｽﾍﾟｲﾝ語研究 1B 2 秋

2 E2443 ｽﾍﾟｲﾝ語研究 2A 2 春 E2444 ｽﾍﾟｲﾝ語研究 2B 2 秋

3 E3445 ｽﾍﾟｲﾝ語研究 3A 2 春 E3446 ｽﾍﾟｲﾝ語研究 3B 2 秋

2 E2451 ﾛｼｱ語研究 1A 2 春 E2452 ﾛｼｱ語研究 1B 2 秋

2 E2453 ﾛｼｱ語研究 2A 2 春 E2454 ﾛｼｱ語研究 2B 2 秋

3 E3455 ﾛｼｱ語研究 3A 2 春 E3456 ﾛｼｱ語研究 3B 2 秋

2 E2461 韓国語研究 1A 2 春 E2462 韓国語研究 1B 2 秋
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2 E2463 韓国語研究 2A 2 春 E2464 韓国語研究 2B 2 秋

3 E3465 韓国語研究 3A 2 春 E3466 韓国語研究 3B 2 秋

1 E1401 英語特別研究 101 2 春 E1402 英語特別研究 102 2 秋

1 E1411 英語特別研究 111 2 秋 E1412 英語特別研究 112 2 春

1 E1413 英語特別研究 113 2 秋 E1414 英語特別研究 114 2 春

1 E1415 英語特別研究 115 2 秋 E1416 英語特別研究 116 2 春

1 E1417 英語特別研究 117 2 秋 E1418 英語特別研究 118 2 春

1 E1421 ﾌﾗﾝｽ語特別研究 111 2 秋 E1422 ﾌﾗﾝｽ語特別研究 112 2 春

1 E1431 ﾄﾞｲﾂ語特別研究 111 2 秋 E1432 ﾄﾞｲﾂ語特別研究 112 2 春

2 E2445 ｽﾍﾟｲﾝ語特別研究 111 2 春 E2446 ｽﾍﾟｲﾝ語特別研究 112 2 秋

1 E1451 中国語特別研究 111 2 秋 E1452 中国語特別研究 112 2 春

1 E1461 韓国語特別研究 111 2 秋 E1462 韓国語特別研究 112 2 春

４．西洋古典語研究

・以下は「英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ」1Ａ・Ｂ、2Ａ・Ｂおよび「初習語」1Ａ・Ｂ、2Ａ・Ｂの単位の取得・未取得に関わりな

く履修できる。

配当年次 科 目 名 単位数 開講学期 科 目 名 単位数 開講学期

1 E1301 ｷﾞﾘｼｱ語研究 A 2 春 E1302 ｷﾞﾘｼｱ語研究 B 2 秋

1 E1311 ﾗﾃﾝ語研究 A 2 春 E1312 ﾗﾃﾝ語研究 B 2 秋

５．留学生関連科目

・以下は留学生のための科目であり、一般学生は履修できない。

・留学生の履修については、別途ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ等の説明を参照し、その指導に従うこと。

配当年次 科 目 名 単位数開講学期 科 目 名 単位数開講学期

1 E1501 日本の歴史と文化 A 2 春 E1502 日本の歴史と文化 B 2 秋

1 E1511 日本の社会と政治経済 A 2 春 E1512 日本の社会と政治経済 B 2 秋

1 E1521 日本の科学と技術 A 2 春 E1522 日本の科学と技術 B 2 秋

2 E2541 日本語研究 1A 2 春 E2542 日本語研究 1B 2 秋

2 E2543 日本語研究 2A 2 春 E2544 日本語研究 2B 2 秋

2 E2545 日本語研究 3A 2 春 E2546 日本語研究 3B 2 秋

1 E1551 集中日本語 1 4 E1552 集中日本語 2 4

1 E1553 集中日本語 3 4 E1554 集中日本語 4 4

1 E1555 集中日本語 5 4 E1556 集中日本語 6 4

※「集中日本語1～6」の６科目は、外国人留学生のうち特に《交換留学生（UC・ISP）》だけが履修できる科目である。
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６．「異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ研究」

・以下の科目は、上記５の留学生科目のうち、「日本の歴史と文化」Ａ・Ｂ、および「日本の社会と政治経済」Ａ・

Ｂおよび「日本の科学と技術」Ａ・Ｂにおいて、留学生の授業に一般学生が参加するために設けられた科目であ

る。

・この科目の履修資格と履修上の要件については、ｼﾗﾊﾞｽを参照すること。

配当年次 科 目 名 単位数開講学期 科 目 名 単位数開講学期

1 E1531 異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ研究 A 2 春 E1532 異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ研究 B 2 秋

７．情報処理関連科目

・以下はｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾘﾃﾗｼｰ1および2の発展的学修科目である。

配当年次 科 目 名 単位数開講学期 科 目 名 単位数開講学期

1 E1601 ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾘﾃﾗｼｰ研究 1A 2 春 E1602 ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾘﾃﾗｼｰ研究 1B 2 秋

1 E1603 ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾘﾃﾗｼｰ研究 2A 2 春 E1604 ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾘﾃﾗｼｰ研究 2B 2 秋

８．自然科学関連科目

・以下は自然科学の方法論を学ぶための科目であり、履修者による実験を中心に授業が行われる。

・履修に際しては、ｼﾗﾊﾞｽを参照すること。

配当年次 科 目 名 単位数開講学期 科 目 名 単位数開講学期

1 E1701 物理学方法論 A 2 春 E1702 物理学方法論 B 2 秋

1 E1711 化学方法論 A 2 春 E1712 化学方法論 B 2 秋

1 E1721 生物学方法論 A 2 春 E1722 生物学方法論 B 2 秋

９．健康・ｽﾎﾟｰﾂ科学関連科目

・学期中に開講される学内実習（1A、2A、3A）と長期休暇期間中に開講される学外実習（1B、2B、3B）とをセット

で履修する科目である。

・履修に際しては、ｼﾗﾊﾞｽ、『明治学院共通科目 健康・ｽﾎﾟｰﾂ科学関連科目履修の手引き』を参照すること。

配当年次 科 目 名 単位数開講学期 科 目 名 単位数開講学期

1 E1801 ｼｰｽﾞﾝｽﾎﾟｰﾂ研究 1A 2 春 E1802 ｼｰｽﾞﾝｽﾎﾟｰﾂ研究 1B 2 春

1 E1803 ｼｰｽﾞﾝｽﾎﾟｰﾂ研究 2A 2 春 E1804 ｼｰｽﾞﾝｽﾎﾟｰﾂ研究 2B 2 春

1 E1805 ｼｰｽﾞﾝｽﾎﾟｰﾂ研究 3A 2 秋 E1806 ｼｰｽﾞﾝｽﾎﾟｰﾂ研究 3B 2 秋

10．総合教育関連科目

・「教養原論」Ａ・Ｂは学問諸分野の基礎的な技能を習得するための演習的科目である。

・「ﾜｰｸｷｬﾝﾌﾟ」Ａ・Ｂは実習体験型の科目であり、その実施時期や授業形態について特別な条件が付されている。
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・履修に際しては、ｼﾗﾊﾞｽを参照すること。

・「ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ実習」101・201は夏季集中で行われる実習体験型の科目であり、その実施時期や授業形態については特

別な条件が付されている。

・「ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ特別研究」101～202は「ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ実習」101・201の事前研修を行う科目である。

・「ｱｶﾃﾞﾐｯｸﾘﾃﾗｼｰ研究」はレポート・論文書法のための演習的科目である。なお、社会学科生は「Ｅ1951 ｱｶﾃﾞﾐｯｸﾘﾃ

ﾗｼｰ研究1」を履修できない。

配当年次 科 目 名 単位数 開講学期 配当年次 科 目 名 単位数 開講学期

1 E1901 教養原論 A 2 春 1 E1902 教養原論 B 2 秋

1 E1911 野外地域研究 A 2 1 E1912 野外地域研究Ｂ 2

1 E1921 ﾜｰｸｷｬﾝﾌﾟ A 2 1 E1922 ﾜｰｸｷｬﾝﾌﾟ B 2

2 E2931 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ実習 101 2 2 E2932 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ実習 201 2

1 E1941 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ特別研究 101 2 秋 2 E2942 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ特別研究 102 2 春

１ E1943 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ特別研究 201 2 秋 2 E2944 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ特別研究 202 2 春

1 E1951 ｱｶﾃﾞﾐｯｸﾘﾃﾗｼｰ研究 1 2 春または秋 1 E1952 ｱｶﾃﾞﾐｯｸﾘﾃﾗｼｰ研究 2 2 春または秋

1 E1953 ｱｶﾃﾞﾐｯｸﾘﾃﾗｼｰ研究 3 2 春または秋

11．特別学科科目

・以下は学科専門科目のうち、資格取得等のために他学科生の履修を許可する科目である。

・「社会学概論A・B」は、社会学科生のみ「学科科目」として扱われる。なお、中学（社会）、高校（公民）教育職

員免許状取得のために履修する場合は、「教職課程履修要項（諸資格）」も参照すること。

・「社会学概論A・B」は、社会福祉学科生は履修できない。社会福祉学科生が中学（社会）、高校（公民）教育職員

免許状取得を目指す場合、または国家試験受験資格取得を目指す場合は、学科科目「社会学概論」を履修するこ

とになる。なお、これらの資格を目指す場合は、「教職課程履修要項（諸資格）」または社会学部履修要項の「国

家試験受験資格」の項も参照すること。

配当年次 科 目 名 単位数 開講学期 科 目 名 単位数 開講学期

1 社会学概論 A 2 春 社会学概論 B 2 秋

12．短期留学認定科目

・以下は、本学と協定を結ぶ海外校への短期留学について、本学が単位を認定するための科目である。短期留学を

行った者以外が単位を取得することはできない。

配当年次 科 目 名 単位数 科 目 名 単位数

1 E1991 ｵｾｱﾆｱ研究（短期留学） 4 E1992 ｲｷﾞﾘｽ研究（短期留学） 4

2 E2991 ｱﾒﾘｶ研究（短期留学） 4 E2992 ﾖｰﾛｯﾊﾟ研究（短期留学） 4

2 E2993 韓国研究（短期留学） 4 E2994 ﾀｲ研究 （短期留学） 4

2 E2995 ｽﾍﾟｲﾝ研究（短期留学） 4 E2996 中国研究（短期留学） 4

2 E2997 ﾄﾞｲﾂ研究（短期留学） 4 E2998 ﾌﾗﾝｽ研究（短期留学） 4



16

13．海外ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ関連科目

・以下は、海外ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟに参加した学生が、単位を取得することができる科目である。

・ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ先によって別途配当年次が決められている場合があるので、必ず出願時に確認すること。

・これらの科目は各学科で定める年間履修単位数の上限には含まれません。

・これらの科目はP・F評価となるため、GPAには含まれません。

配当年次 科 目 名 単位数 開講学期 配当年次 科 目 名 単位数 開講学期

1
E1961 海外ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ課題研
究 A

2 春または秋 1
E1962 海外ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ課題研

究 B
2 春または秋

1 E1963 海外ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ A 4 春または秋 1 E1964 海外ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ B 4 春または秋
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[H 群科目]

２年次以上配当の発展的科目。演習形式を中心とする。

※Ａ・Ｂは独立した科目であるが、同一曜時限の同一担当者のｸﾗｽを履修することとし、同一曜時限に複数ｸﾗｽが開講

されている場合にも、いずれか１ｸﾗｽを定めて履修するものとする。

※ﾘｻｰﾁ＆ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝはそれぞれﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ実習、短期留学、長期留学を目指す学生のために、実習、留学で特に力を入

れたい点について特化して学習するﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑである。留学・実習時期によってはＡを秋学期、Ｂを春学期に開講する

こともある。履修に関しては担当教員の許可を得ることが必要である。

配当年次 科 目 名 単位数 開講学期 科 目 名 単位数 開講学期

2
H2011 ﾘｻｰﾁ&ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ 1A

注 1
2 春

H2012 ﾘｻｰﾁ&ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ 1B

注 1
2 秋

2
H2021 ﾘｻｰﾁ&ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ 2A

注 2
2 春

H2022 ﾘｻｰﾁ&ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ 2B

注 2
2 秋

2
H2031 ﾘｻｰﾁ&ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ 3A

注 3
2 春

H2032 ﾘｻｰﾁ&ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ 3B

注 3
2 秋

2
H2041 ﾘｻｰﾁ&ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ 4A

注 4
2 春

H2042 ﾘｻｰﾁ&ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ 4B

注 4
2 秋

2
H2051 ﾘｻｰﾁ&ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ 5A

注 5
2 春

H2052 ﾘｻｰﾁ&ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ 5B

注 5
2 秋

3 H3011 ｱｼﾞｱ・日本研究 A 注 6 2 春 H3012 ｱｼﾞｱ・日本研究 B 注 6 2 秋

3
H3021 ﾖｰﾛｯﾊﾟ文化圏研究 A

注 6

2
春

H3022 ﾖｰﾛｯﾊﾟ文化圏研究 B

注 6

2
秋

3 H3031 現代科学研究 A   注 6 2 春 H3032 現代科学研究 B 注 6 2 秋

注 1：国内ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ実習事前事後研修

注 2：海外ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ実習事前事後研修

注 3：ｱｼﾞｱ言語圏留学事前事後研修

注 4：ﾖｰﾛｯﾊﾟ言語圏留学事前事後研修

注 5：英語圏留学事前事後研修

注 6：履修に際しては、『明治学院大学 ﾍﾎﾞﾝ塾ｶﾞｲﾄﾞﾌﾞｯｸ』を参照のこと。

[I 群科目]

２年次以上配当の英語で行われる科目。本学の交換留学生と一緒に学ぶ科目である。

配当年次 科 目 名 単位数 開講学期

2 I2101～I2106 Japanese Arts and Culture1～6 2 春・秋

2 I2111～I2116 Japanese History1～6 2 春・秋

2 I2121～I2126 Japanese Society1～6 2 春・秋

2 I2131～I2134 Multilingualism and Multiculturalism1～4 2 春・秋

2 I2141～I2144 Current Issues1～4 2 春・秋

※ 履修定員が設定される。

※ 履修に際しては一定の英語力が必要とされる。

※ ｼﾗﾊﾞｽを熟読の上、必ず最初の授業に出席して担当教員から履修の許可を得ること。
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社会学科履修の方法
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１
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１．教育目標

（１）学部の教育方針

社会学部は、社会学科、社会福祉学科の２学科体制をとっている。いずれの学科とも本学の建学の精神に従い、

社会学及び社会福祉学全般の基本的な諸原理並びにそれに対応する諸問題を理解習熟させ、もって人類の福祉と

社会の発展に寄与することを教育方針としている。

（２）学科の教育目標

社会学は、さまざまな水準で他者を認知し理解することを目指す学問である。多様な仕方で存在する他者への

関心をもち、理解し、ひいてはそこにあるさまざまな葛藤を発見・探求することが、社会的寛容性を高めること

につながる。

社会学科では、現代社会に伏在する多様な問題を発見・追究し、より望ましい社会のヴィジョンを構想し、か

つそれに向けて意欲的に実践できる人材の育成を教育目標としている。いいかえれば、私たちが目指している教

育とは、学生が社会に対する好奇心をもち他者に気づくことから、そこにある社会の多様な葛藤を理解し、課題

として追究し、それを自分に固有の仕方で表現する力を身につけることである。

２．単位の修得について

（１）卒業までに必要な単位数

表１ 卒業までに必要な単位数

明共・学科 分類 必修・選択分類
卒業に必要な単位数

内訳

履修確認「単位集計

結果」の項目

成績照会「単位取得

情報照会」の項目

明治学院共通科目

必修科目

ｷﾘｽﾄ教の基礎 ① ４単位（注１） ｷﾘｽﾄ基本

計４６単位

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ ② ４単位（注２） 外国語

初習語 ③ ４単位（注３） 外国語

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾘﾃﾗｼｰ ④ ２単位（注４） 情報処理

選択必修科目 ⑤ １２単位（注５） 明共選必

自由選択科目 ⑥ ２０単位（注６） 外国語～D群-I 群

明治学院共通科目 および 学科科目 ⑦ １０単位（注６・７） 計１０単位

学科科目

必修科目 ｱｶﾃﾞﾐｯｸﾘﾃﾗｼｰ ⑧ ２単位（注８） 学科必修

計７０単位

ｺｰｽ必修科目

ｺｰｽ演習 A

ｺｰｽ演習 B

ｺｰｽ演習 C

⑨ ２単位（注９） ｺｰｽ必修

選択必修科目
表現法演習

⑩ ２単位（注１０） 学科選必
質的ﾃﾞｰﾀ分析

要求科目（注１１） 社会学基礎演習 ⑪ （２単位）（注１１） 学科自由に算入

自ｺｰｽ科目 ⑫ ３２単位（注１２） 自ｺｰｽ科目

自由選択科目 ⑬ ３２単位（注１３） 学科自由

合  計 １２６単位
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（注１）①は、「キリスト教の基礎Ａ・Ｂ」の２科目が必修である。

（注２）②は、「英語コミュニケーション１Ａ・Ｂ、２Ａ・Ｂ」の４科目が必修である。

（注３）③は、「明治学院共通科目Ｃ群」の英語以外の言語のことで、選択をした１言語について１Ａ・Ｂ、２Ａ・

Ｂを取得しなければならない。③の超過取得分は⑥に算入される。

（注４）④は、「コンピュータリテラシー１・２、コンピュータリテラシー研究１Ａ・１Ｂ、２Ａ・２Ｂ」の中から

１科目必修である。２単位を超えて取得した場合、④の超過取得分は⑥に算入される。

（注５）⑤は、以下の指定科目の中から１２単位分を取得すること。⑤の超過取得分は、⑥に算入される。

・社会学１・２

・社会科学概論・地理学・心理学・統計学の４科目は番号を問わず指定科目の対象とする。

なお、以上の指定科目のうち特に「社会学１・２」は１年次に学科必修科目の「アカデミックリテラシー」

および要求科目の「社会学基礎演習」と併せて履修することが望ましい。

（注６）⑥について、明治学院共通科目（自由選択科目）は、選択必修科目以外の科目と、Ｃ～Ｉ群科目から取得

すること。⑥の超過取得分は⑦に算入される。

（注７）⑦の１０単位は、明治学院共通科目と学科科目から自由に選択し、取得すること。

（注８）⑧は、「アカデミックリテラシー」が必修である。「アカデミックリテラシー」は１年次春学期に指定され

たクラスで履修しなければならない（再履修についてもクラスを指定する）。

（注９）⑨は、「コース演習」Ａ・Ｂ・Ｃがコース必修科目である。「コース演習」Ａ・Ｂ・Ｃは、１年次に所属を

選択した自コースの中からクラスを指定される（再履修についてもクラスを指定する）。コースを変更した

場合、新たに所属するコースの「コース演習」を履修し、単位を取得しなければならない。その際に、以

前に取得した「コース演習」の単位は⑬「自由選択科目」とすることができる。

（注10）⑩は、選択必修である。「表現法演習」と「質的データ分析」のうち、少なくとも１科目の単位を取得しな

ければならない。学年指定もクラス指定も特に行わないが、希望者が多数のクラスは抽選の可能性がある

ので注意すること。⑩の超過取得分は⑬に算入される。

（注11）⑪は、要求科目である。必修科目ではないが１年次秋学期に指定されたクラスで必ず履修しなければなら

ない。⑪の取得分は⑬に算入される。

（注12）⑫は、自分の所属するコースのコース科目から３２単位以上取得すること。ただし、「社会学のための日本

語1～4」「演習１」「社会教育演習１」「社会調査実習」「社会教育調査実習」「演習２」「社会教育演習２」

「卒業論文」「専門書講読」「専門書講読（外）」の単位を含めることができる。⑫の超過取得分は⑬に算入

される。

（注13）⑬は、学科科目（「社会学科 学科科目一覧」に記載されている科目）の自由選択として、〔１〕～〔６〕

部門の科目から〔２〕コース科目３２単位の他に、３２単位分を取得すること。⑬の超過取得分は⑦に算

入される。

（２）年間履修制限単位数

１年間に履修できる単位数は、明治学院共通科目及び学科科目を含めて４８単位までである。

年間履修制限単位数の特例

教職課程を履修する者及び社会教育主事の任用資格を取得しようとする者に限って、下記の科目を年間履修制

限単位数を超えて１６単位まで履修することができる。

〔社会教育に関する科目（卒業要件）〕

生涯学習概論Ａ・Ｂ、社会教育計画Ａ・Ｂ、社会教育行政、社会教育施設、社会教育課題研究Ａ・Ｂ、

家庭教育Ａ・Ｂ、社会教育調査実習、職業指導

〔教職課程の教科に関する科目（卒業要件外）〕

日本史１・２、世界史１・２、フランスの歴史Ａ・Ｂ、地理学概論１・２、自然地理学１・２、地誌概
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説１・２、国際政治学Ａ・Ｂ、現代政治理論１Ａ・１Ｂ、イギリス研究Ａ・Ｂ、アメリカ研究Ａ・Ｂ、

哲学（専）１・２、宗教学概論１・２

なお、詳細は別冊の「教職課程履修要項（諸資格）」を参照のこと。

※白金校舎と横浜校舎の履修制限については以下のとおりである。

①１年次－横浜校舎のみの履修とする。白金校舎での履修はできない。

②２年次－学科科目のみ白金校舎で履修できる。学科科目（卒業要件）以外は白金校舎での履修はできない。

③３年次以上－白金校舎での明治学院共通科目の履修は年間２０単位以下とすることが望ましい。また、社

会人入試を利用して入学した学生は、１・２年次科目の白金校舎履修を選択することができる。入学後の履

修登録期間中に教務課窓口で相談すること。

（３）履修中止除外について

学修の手引き「7．履修中止制度」において、履修中止ができない科目(a)～(g)のうち、“(g)各学科において定

めている履修中止の申請ができない科目”は、社会学科にあっては以下のとおりである。

ｺｰｽ必修科目、学科の選択必修科目、ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ、社会調査士関係科目で履修制限をする科目

（４）明治学院共通科目

明治学院共通科目履修の方法 の章を参照のこと。

（５）コースの所属

２年次から「メディアと文化コース（Ａコース）」「生命と身体コース（Ｂコース）」「環境とコミュニティコー

ス（Ｃコース）」の３コースのいずれかひとつに所属する。

これらのコースは、多様さを増す現代社会において、ある一定の領域を深く学習することで社会学的な考察の

力を増すことを目的とするものである。各コースではコース演習、およびコース科目から３２単位以上を取得す

ることが必要である。

なお、どのコースに所属しても、演習・実習科目を含めて、すべての学科科目を履修することができる。

コースを選択するためには、１年次秋学期に開かれるコース制のオリエンテーションに出席し、第１希望と第２希

望を提出しなければならない。その後、２年次春学期開始にあわせて所属するコースが発表される。コース分けにつ

いては、原則として希望のコースに所属するが、いずれかひとつのコース希望者が１２０名を超えた場合に限って、

人数調整をすることがある。その際の基準として、まず「アカデミックリテラシー」の成績、次いで１年次の成績を

参考にする。さらに、上記のコース制オリエンテーションへの出欠も考慮に入れることがある。なお、定められた期

限までにコース希望を提出しなかった場合には、社会学科がクラスを指定するので注意すること。

コース変更は２年次から３年次になるときにのみ可能である。２年次末に変更を届け出ること。また、コースの変

更の際には、「コース演習Ａ」、「コース演習Ｂ」、「コース演習Ｃ」のうち、新たに所属するコースの「コース演習」を

改めて履修しなければならない。その際に、以前に取得した「コース演習」の単位は、「自由選択科目」とすることが

できる。
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（６）社会学科科目（科目と単位）

社会学科の専門教育カリキュラムは、学科の教育目標にもとづいて〔１〕社会学基幹科目、〔２〕コース科目、〔３〕

演習・実習科目、〔４〕隣接科目、〔５〕社会教育主事任用資格関係科目、〔６〕教職関連科目（卒業要件）の６部門

からなる。表中の科目名の左側にあるＡ～Ｃはその科目が各コースのコース科目に指定されていることを示す。

なお、自分が所属するコース以外のコース科目も履修でき、学科自由選択科目として卒業単位に算入される。

開講学期の区別は、下記の略語を用いて示す。

    通年 通年科目    半期   学期科目で春・秋の開講学期が年度により異なる科目

    春 春学期科目

    秋 秋学期科目

    春・秋 学期科目で原則として春秋両方に開講される科目

     ※ただし、変更の可能性があるので、履修にあたっては毎年度の時間割を必ず確認すること。

【１年次】 履修上の注意

〔１〕社会学基幹科目 表中の＊は必修科目を、♫はコース必修科目を、

♪は選択必修科目を示す。

同一科目のＡ・Ｂは内容的に連続している場合

が多いので、できるだけ同一年度に続けて履修す

ることが望ましい。ただし、留学等の都合によっ

て、Ａのみ・Ｂのみの単位を取得することは可能

である（Ａ・Ｂを必ず同一年度に履修するよう注

で指定している科目を除く）。

（注１）「社会調査実習」「社会教育調査実習」を

履修するためには、「社会調査の基礎」

「社会調査の技法」「フィールドワーク演

習」（３年次編入生は「社会調査の基礎」

のみ）の単位を取得していなければならな

い。また、「社会調査実習」「社会教育調査

実習」を履修するにあたって「社会統計学」

「数量データ分析」「質的データ分析」の

単位を取得している（もしくは同時に履修

する）ことが望ましい。なお、「フィール

ドワーク演習」「数量データ分析」「質的

データ分析」に関しては、履修希望者が多

い場合、何らかの選抜を行って履修者数を

制限することがある。その詳細については

教務課掲示およびポートへボンで指示す

るので、それに従うこと。

（注２）「アカデミックリテラシー」は必ず１年

次に指定されたクラスで履修しなければ

ならない。未取得者の再履修も、指定され

たクラスとする。

科目名 単位数 開講 注

社会学概論Ａ ２ 春

社会学概論Ｂ ２ 秋

社会調査の基礎 ２ 秋 注１

〔３〕演習･実習科目

＊ アカデミックリテラシー ２ 春 注２

社会学基礎演習 ２ 秋 注３

【２年次以上】

〔１〕社会学基幹科目

社会統計学 ２ 半期 注１

社会調査の技法 ２ 春 注１

社会学特講Ａ ２ 春 注４

社会学特講Ｂ ２ 秋 注４

ジャーナリズム特論Ａ ２ 春

ジャーナリズム特論Ｂ ２ 秋

ABC 社会学のための日本語１ ２ 春 注５

ABC 社会学のための日本語２ ２ 秋 注５

ABC 社会学のための日本語３ ２ 春 注５

ABC 社会学のための日本語４ ２ 秋 注５

〔２〕コース科目         

Ａ．メディアと文化コース     

Ｂ．生命と身体コース

Ｃ．環境とコミュニティコース

ABC 現代の社会学 ２ 半期

ABC 社会学史 ２ 半期

ABC 社会倫理学 ２ 春

ABC 生涯学習概論Ａ ２ 春
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科目名 単位数 開講 注

（注３）「社会学基礎演習」は１年次に指定された

クラスで履修しなければならない。

（注４）「社会学特講Ａ」「社会学特講Ｂ」は、そ

れぞれ１６単位まで卒業単位として認め

られる（ただし、同じ担当者による同じ科

目名のクラスを除く）。

（注５）この科目は留学生のための科目であり一

般学生は履修できない。この科目は自分が

所属するコース科目の単位にすることが

できる。

ABC 生涯学習概論Ｂ ２ 秋

ABC 犯罪社会学 ２ 春

ABC コミュニケーションの社会学 ２ 半期

ABC エスニシティ論Ａ ２ 半期

ABC エスニシティ論Ｂ ２ 半期

ABC 現代コミュニティ論 ２ 半期

ABC 社会階層論 ２ 半期

A 現代宗教論 ２ 秋

A コミュニケーション論 ２ 春

A 社会行動論 ２ 春

A 比較社会学 ２ 春

A メディア史 ２ 春

A メディア社会論 ２ 秋

B アイデンティティの社会学 ２ 半期

B 医療と身体の人類学 ２ 秋

B 技術と人間Ａ ２ 春

B 技術と人間Ｂ ２ 秋

B 社会的相互行為論 ２ 半期

B 性現象論 ２ 春

B 生命の社会学 ２ 秋

B 暴力の論理学 ２ 秋

C 産業社会学Ａ ２ 春

C 産業社会学Ｂ ２ 秋

C 政治社会学Ａ ２ 春

C 政治社会学Ｂ ２ 秋

C ポストコロニアル論 ２ 秋

AB エスニシティの社会学 ２ 秋

AB 社会心理学 ２ 半期

AB 宗教社会学 ２ 春

AB 社会人類学Ａ ２ 春

AB 社会人類学Ｂ ２ 秋

AC 文化社会論 ２ 春

AC 教育社会学 ２ 春

AC 子どもの歴史社会学 ２ 秋

AC グローバリゼーション論 ２ 春

AC 社会的ネットワーク論 ２ 春

AC コンテンツ産業論 ２ 春

AC 情報社会論 ２ 秋

AC 地域社会論 ２ 春

BC 開発と健康の社会学 ２ 春

BC 家族社会学 ２ 秋

BC 環境社会学 ２ 春
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科目名 単位数 開講 注

BC 公共政策論 ２ 秋

BC 対人関係論 ２ 半期

BC 地域環境論 ２ 秋

BC 都市社会学 ２ 秋

〔３〕演習･実習科目

♫ コース演習Ａ ２ 春

♫ コース演習Ｂ ２ 春

♫ コース演習Ｃ ２ 春

（注６）「専門書講読」「専門書講読（外）」は、そ

れぞれ６クラス１２単位まで卒業単位とし

て認められる。また、同一教員のクラスを

複数回履修することも可能であり、自分が

所属するコース科目の単位にすることも認

められる。なお、「専門書講読」の履修人数

は２０人程度を予定する。履修希望者が多

い場合、何らかの選抜を行って履修者数を

制限することがあるので初回の授業には必

ず出席すること。

（注７）「ボランティア実践指導」の履修人数は

20 人程度を上限とする。履修希望者は

必ず初回の授業に出席し、担当教員の指

示に従うこと。

（注８）科目英字Ｂは同一科目のＡを履修している

ことが望ましい。

（注９）「表現法演習」「質的データ分析」の履修ク

ラスは、原則として開講前に決める。その方

法については、コース選択と同時に説明す

る。

（注１０）ＢはＡで教授した知識が求められるた

め、同一年度にＡ･Ｂ両方を履修することが

望ましい。また、ＢはＡで教授した知識が求

められるため、Ｂは、Ａと同一年度に履修す

るか、Ａを既に履修中（取得または未取得を

問わない）であることを履修条件とする。

（注１１）Ｂの履修にあたっては、Ａが履修済みで

♪ 表現法演習 ２ 秋 注９

♪ 質的データ分析 ２ 春･秋

注１

注９

数量データ分析 ２ 半期 注１

フィールドワーク演習 ２ 春･秋 注１

ABC 専門書講読 ２ 春･秋 注６

ABC 専門書講読（外） ２ 春･秋 注６

ボランティア実践指導 ４ 通年 注７

〔４〕隣接科目

社会保障論Ａ ２ 半期 注８

社会保障論Ｂ ２ 半期 注８

共生社会の理解 ２ 半期

障害者福祉総論 ２ 半期

児童福祉論Ａ ２ 半期 注８

高齢者福祉論Ａ ２ 半期

身体障害者福祉論 ２ 半期

知的障害者福祉論 ２ 半期

〔５〕社会教育主事任用資格関係科目

社会教育計画Ａ ２ 春

社会教育計画Ｂ ２ 秋

社会教育課題研究Ａ ２ 春

社会教育課題研究Ｂ ２ 秋

家庭教育Ａ ２ 春

家庭教育Ｂ ２ 秋

社会教育行政 ２ 半期

社会教育施設 ２ 半期

〔６〕教職関連科目（卒業要件）

憲法Ａ ２ 半期 注１０

憲法Ｂ ２ 半期 注１０

社会福祉法制 ２ 半期

民法Ａ ２ 半期 注１１

民法Ｂ ２ 半期 注１１
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科目名 単位数 開講 注 あることが望ましい。講義はＡの知識を前提

として行われる。

（注１２）経済学概論２は、１で教授された知識が

求められる。

（注１３）「演習１」は通年の選択科目である。

また、社会学科の中心的な科目の一つであ

るので、２年次秋学期にオリエンテーショ

ンを行う。

   「演習１」を履修するためには、「アカ

デミックリテラシー」の単位を取得済みで

なければならない。また、４年次に「演習

２」および「卒業論文」を履修するために

は、注１７をよく読むこと（３年次編入生

については、後述の「編入、転学科生に関

する履修の順序に関する特例」を参照）。

    担当者が異なれば、「演習１」は２クラ

ス８単位まで、卒業単位として認められ

る。ただし、同一担当者でも年度が違う場

合、担当者の許可により別クラスと認める

こともある。その場合は、前年度の１月末

までに教務課にて所定の手続きで許可を

得ること。また、自分が所属するコース科

目の単位にすることも認められる。

（注１４）「社会教育演習 1」は「演習 1」に準ず

る。注１３を参照すること。

（注１５）「社会教育調査実習」と「社会調査実

習」は自分が所属するコース科目の単位に

することも認められる。

（注２０）2014年度から2年ないし3年の限定開講を

予定している。

経済学概論１ ２ 半期 注１２

経済学概論２ ２ 半期 注１２

西洋法制史１ ２ 半期

西洋法制史２ ２ 半期

【３年次以上】

〔３〕演習・実習科目

科目名 単位数 開講 注

ABC 演習１ ４ 通年 注１３

ABC 社会教育演習１ ４ 通年 注１４

ABC 社会教育調査実習 ４ 通年
注１

注１５

ABC 社会調査実習 ４ 通年
注１

注１５

〔４〕隣接科目

法社会学Ａ ２ 半期 注８

法社会学Ｂ ２ 半期 注８

法社会学 ２ 半期

社会政策論１ ２ 半期

社会政策論２ ２ 半期

共生社会の法と人権 ２ 半期

ソーシャルインクルージョンの政策 ２ 半期

司法福祉論 ２ 半期

女性福祉論 ２ 半期

家庭福祉論 ２ 半期

NPO 論 ２ 半期

公的扶助論Ａ ２ 半期 注８

公的扶助論Ｂ ２ 半期 注８

国際社会保障論 ２ 半期

福祉行財政と福祉計画 ２ 半期

児童福祉論Ｂ ２ 半期 注８

高齢者福祉論Ｂ ２ 半期

地域福祉論Ａ ２ 半期 注８

地域福祉論Ｂ ２ 半期 注８

インターンシップ ２ 通年

Welfare States ２ 半期

学校ソーシャルワーク論 ２ 半期

権利擁護と成年後見制度 ２ 半期

農業政策論１ ２ 半期

農業政策論２ ２ 半期

ｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞﾋﾞｼﾞﾈｽと著作権 ２ 半期 注２０

〔５〕社会教育主事任用資格関係科目
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職業指導 ２ 半期

〔６〕教職関連科目（卒業要件）

西洋経済史１ ２ 半期

西洋経済史２ ２ 半期

科目名 単位数 開講 注

労働法Ａ ２ 半期 注９

（注１６）再履修の場合をのぞき、同一年度にＡ、

Ｂ両方を履修することが望ましい。ＢはＡ

で取得した知識が求められる。

（注１７）①「演習２」は２単位で通年の選択科目

である。これと「卒業論文」は必ず同時に履

修しなければならない。注１８を確認するこ

と。

②「演習２」を履修するためには、「演習１」

「社会調査実習」「社会教育調査実習」「社会

教育演習１」のいずれかの単位を取得してい

なければならない。

③４月の履修登録時までに所定の用紙による

卒業論文計画書を担当教員に提出し、担当教

員の履修許可を必ず得ること（とくに、その

担当教員による「演習１」「社会教育演習１」

の単位を取得していない者は、計画書作成前

に担当教員と面談すること）。

④「社会調査実習」「社会教育調査実習」のみ

の単位取得で「演習２」の履修を希望する者

は、上記の卒業論文計画書とともに、「社会調

査実習」「社会教育調査実習」における調査成

果をもとにした論文を提出すること（論文の

作成にあたっては、「社会調査実習」「社会教

育調査実習」担当教員の指導を受けること）。

⑤「演習２」および「卒業論文」を履修した

者は、４年次１０月の指定された期間に、中

間成果（８０００字以上）を教務課に提出す

ることが義務づけられる。

（注１８）「社会教育演習２」は「演習２」に準ず

る。注１６を参照すること。

（注１９）①「卒業論文」の単位を取得するためには、

「卒業論文」と「演習２」を履修登録する必

要がある。

②卒業論文の作成にあたっては「演習２」「社

会教育演習２」の指導教授の指導・助言を得

るとともに、「卒業論文執筆の手引き」を参照

すること。

③指定の日時までに教務課に提出できない

場合には失格となるので注意すること。

労働法Ｂ ２ 半期 注９

行政法Ａ ２ 半期 注９

行政法Ｂ ２ 半期 注９

日本法制史１ ２ 半期

日本法制史２ ２ 半期

近代日本法思想史 ２ 半期

比較公法史 ２ 半期

政治思想史１Ａ ２ 半期 注１６

政治思想史１Ｂ ２ 半期 注１６

【４年次】

〔３〕演習・実習科目

ABC 演習２ ２ 通年 注１７

ABC 社会教育演習２ ２ 通年 注１８

ABC 卒業論文 ６ 通年 注１９

〔１〕演習・実習科目

社会学科は、個々人の興味関心に応じた学習効果を高めるため、少人数で行う演習・実習科目を充実させ

ている。

◎「アカデミックリテラシー」（２単位・１年次履修）はどのような問題領域やコースを専攻するにせよ、全
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員が共通に履修することを義務づけられている重要な必修科目である。クラスが指定されるので留意すること。

◎「社会学基礎演習」（２単位・１年次履修）は、全員が履修することを要求されている重要な科目である。

クラスが指定されるので留意すること。

◎「コース演習Ａ」「コース演習Ｂ」「コース演習Ｃ」（２単位・２年次履修）は、自分が選択したコースにつ

いて理解するための必修科目である。コース別に開講され、クラスが指定されるので留意すること。

◎「表現法演習」と「質的データ分析」は、２科目のうち少なくとも１つを履修し、単位を取得しなければ

ならない選択必修科目である。なお、いずれの科目も１クラスの履修希望者が20名を超える場合は何らかの

選抜を行い、履修者数を制限することがある。

◎「演習１」または「社会教育演習１」（４単位・３年次履修）は、「文献を読む」「調べる」「議論する」、そ

して自分で選んだテーマを追究して「レポートを書く」ことを目的にしている。そのため、選択科目だが履

修することが望ましい。

◎「演習２」または「社会教育演習２」（２単位・４年次履修）と「卒業論文」（６単位・４年次履修）は、

同時に履修することによって卒業論文を作成するためのゼミであり、そこで論文を執筆するための指導を受

ける。社会学を学んだ集大成として、ぜひ卒業論文を執筆するよう奨励している。

◎「社会調査実習」または「社会教育調査実習」（４単位・３年次履修）は社会の現実を実証的に把握し分析

することを学び、身に付ける場として積極的な履修が望まれる。「社会調査実習」または「社会教育調査実習」

を履修するためには、２年次の秋学期に開催するオリエンテーションに参加すること。そこで、実習クラス

を決めるので、掲示に注意すること。

◎「専門書講読」（２単位・２年次以上）「専門書講読（外）」（２単位・２年次以上）は少人数クラスでテキ

ストを読むこと、そして内容・意見をレポートとしてまとめるための指導を受けられる科目であるため、選

択科目であるが、履修することを奨励している。「専門書講読」「専門書講読（外）」はそれぞれ１２単位まで

卒業単位（自分が所属するコース科目）として認められる。また、同一教員のクラスを複数回履修すること

も可能である。

〔２〕編入、転学科生に関する履修の順序に関する特例

●２年次への転学科生

一般の学生に準ずるが、実習に関しては社会調査実習室に、演習に関しては社会学部共同研究室に相談す

ること。

●３年次への編入、転学科生

１）３年次に「アカデミックリテラシー」（必修）を履修しなければならない。ただし、他大学等で取得した科

目の単位が「アカデミックリテラシー」に認定される場合がある。「アカデミックリテラシー」と「演習１」

の同時履修は可能である。

２）編入時にいずれかのコースに所属するが「コース演習」（コース必修科目）の履修をしなければならない。

コース所属と「コース演習」の履修については、単位認定面接の際に説明する。「コース演習」と「演習１」

の同時履修は可能である。

３）3年次に「質的データ分析」もしくは「表現法演習」（選択必修）を履修しなければならない。ただし他大

学で取得した科目の単位が、このどちらかに認定される場合がある。

４）４年次に「演習２」「社会教育演習２」「卒業論文」を選択履修するためには、３年次終了までに「演習１」

「社会教育演習１」「社会調査実習」「社会教育調査実習」のいずれかの単位を取得していなければならない。

５）４年次に「社会調査実習」「社会教育調査実習」を選択履修するためには、３年次終了までに「社会調査の

基礎」の単位を取得していなければならない。ただし、他大学等で取得した科目の単位が「社会調査の基礎」

に認定された場合は、３年次に「社会調査実習」「社会教育調査実習」を選択履修することができる。
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３．その他の注意事項

（１）卒業に関わる成績確認について

卒業者発表時に、採点事故などが考えられる場合は、あらかじめ決められた期間に教務課を通じて成績確認を

申し出ることができる。本要項の学修の手引きの成績「４.成績評価の確認」の項も参照すること。

（２）卒業論文未提出者・不合格者の９月卒業について

＊在学５年目以上の学生が、社会学科の定めた下記条件を満たしている場合、９月卒業の申請科目に「卒業論文」

を含めることができる。

①前年度までに「卒業論文」および「演習２」を履修済みであり、「卒業論文」の指導を 1年以上受けていること。

②前年度までに得た「卒業論文」の評価が「Ｄ」（提出したが不合格）または「Ｎ」（未提出）であること。

③卒業希望年度に「卒業論文」と春学期科目の履修で卒業見込みが立つこと。

④卒論指導担当者（それが不可能の場合は学科主任）に９月卒業を前提とした卒業論文履修者として、履修の許

可を得ていること。

＊申請者は、卒業論文を７月第一火または水曜日に白金校舎教務課へ提出し、審査のうえ合格した場合、春学期末

に単位を取得できる。

＊上記期日に未提出または審査結果が不合格の場合、一般の学生と同じ１月の期日に改めて提出することで、３月

卒業の可能性がある。

＊卒業論文を上記期日に提出し審査に合格した場合でも、他の卒業要件単位が春学期末に未取得ならば、卒業

論文は年度末に単位を取得することになる。

＊希望者は、教務課所定の履修許可書に卒論指導担当者の署名と捺印を受け、他の申請書類と併せて白金校舎教務

課に提出すること。

＊なお、前年度までに得た「演習２」の評価が「D」または「N」であった場合、9月卒業を希望する場合も「演習

２」の履修登録をすることは可能だが、9月卒業となった場合、「演習２」（通年科目）の単位は修得できない。

（３）社会調査士資格について

入学時の学科ガイダンスにて説明するので出席すること。

そのガイダンスで配布される「『社会調査士』とは？」を参照すること。

（４）社会教育主事任用資格について

入学時の学科ガイダンスにて説明するので出席すること。

（５）教職課程の教科に関する科目（卒業要件外）について

下記科目は、教育職員免許状のための単位として履修できる科目であり、卒業要件単位にならない。

下記「教科に関する科目」と「教職課程履修要項（諸資格）」に記載の「教職に関する科目」を年間履修制限単

位に加えて１６単位まで履修できる。
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配当年次 科目名 単位数 開講 注

２ 日本史１・２ ２・２ 学期

２ 世界史１・２ ２・２ 学期

２ フランスの歴史Ａ・Ｂ ２・２ 学期

２ 地理学概論１・２ ２・２ 学期

２ 自然地理学１・２ ２・２ 学期

２ 地誌概説１・２ ２・２ 学期

２ 国際政治学Ａ・Ｂ ２・２ 学期

２
現代政治理論１Ａ・１

Ｂ
２・２ 学期

３ イギリス研究 A・B ２・２ 学期

３ アメリカ研究 A・B ２・２ 学期

３ 哲学（専）１・２ ２・２ 学期 （１）

３ 宗教学概論１・２ ２・２ 学期

社会学科 学科科目一覧

＊印の科目は必修科目、♫印の科目はコース必修科目、♪印の科目は選択必修科目

〔１〕社会学基幹科目 （＃印は、卒業要件「自コース科目」32単位のうちに含まれる）

社 会 学 概 論 Ａ ２単位 １年次 社 会 調 査 の 技 法 ２単位 ２年次
社 会 学 概 論 Ｂ ２ １ 社 会 学 特 講 Ａ ２ ２

社 会 調 査 の 基 礎 ２ １ 社 会 学 特 講 Ｂ ２ ２

社 会 統 計 学 ２ ２ ジ ャ ー ナ リ ズ ム 特 論 Ａ ２ ２
＃ 社会学のための日本語１ ２ ２ ジ ャ ー ナ リ ズ ム 特 論 Ｂ ２ ２

＃ 社会学のための日本語３ ２ ２ ＃ 社 会 学 の ため の 日 本語 ２ ２ ２

＃ 社 会 学 の ため の 日 本語 ４ ２ ２

〔２〕コース科目

Ａ
．
メ
デ
ィ
ア
と
文
化
コ
ー
ス

社 会 行 動 論 ２単位 ２年次 メ デ ィ ア 社 会 論 ２単位 ２年次

社 会 学 史 ２ ２ 教 育 社 会 学 ２ ２

現 代 の 社 会 学 ２ ２ 子 ど も の 歴 史 社 会 学 ２ ２

地 域 社 会 論 ２ ２ 宗 教 社 会 学 ２ ２

文 化 社 会 論 ２ ２ 現 代 宗 教 論 ２ ２

比 較 社 会 学 ２ ２ 社 会 倫 理 学 ２ ２

エスニシティの社会学 ２ ２ 情 報 社 会 論 ２ ２

社 会 心 理 学 ２ ２ コ ン テ ン ツ 産 業 論 ２ ２

社会的ネットワーク論 ２ ２ 生 涯 学 習 概 論 Ａ ２ ２

犯 罪 社 会 学 ２ ２ 生 涯 学 習 概 論 Ｂ ２ ２

コミュニケーション論 ２ ２ 社 会 人 類 学 Ａ ２ ２

グローバリゼーション論 ２ ２ 社 会 人 類 学 Ｂ ２ ２

メ デ ィ ア 史 ２ ２ 現 代 コ ミ ュ ニ テ ィ 論 ２ ２

コミュニケーションの社会学 ２ ２ エ ス ニ シ テ ィ 論 Ａ ２ ２

社 会 階 層 論 ２ ２ エ ス ニ シ テ ィ 論 Ｂ ２ ２

Ｂ
．
生
命
と
身
体
コ
ー
ス

アイデンティティの社会学 ２単位 ２年次 生 命 の 社 会 学 ２単位 ２年次

環 境 社 会 学 ２ ２ 開 発 と 健 康 の 社 会 学 ２ ２

地 域 環 境 論 ２ ２ 医 療 と 身 体 の 人 類 学 ２ ２

社 会 学 史 ２ ２ 社 会 倫 理 学 ２ ２

現 代 の 社 会 学 ２ ２ 公 共 政 策 論 ２ ２

都 市 社 会 学 ２ ２ 社 会 的 相 互 行 為 論 ２ ２

エスニシティの社会学 ２ ２ 生 涯 学 習 概 論 Ａ ２ ２

社 会 心 理 学 ２ ２ 生 涯 学 習 概 論 Ｂ ２ ２

対 人 関 係 論 ２ ２ 社 会 人 類 学 Ａ ２ ２

（１）「哲学（専）１・２」を履修するためには、

明治学院共通科目[Ｄ群科目]の「哲学１～

８」「倫理学１～７」「論理学１～８」のう

ち、同一名称の科目２科目（計４単位）を

取得済みでなければならない。
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家 族 社 会 学 ２ ２ 社 会 人 類 学 Ｂ ２ ２

犯 罪 社 会 学 ２ ２ 技 術 と 人 間 Ａ ２ ２

暴 力 の 論 理 学 ２ ２ 技 術 と 人 間 Ｂ ２ ２

宗 教 社 会 学 ２ ２ 現 代 コ ミ ュ ニ テ ィ 論 ２ ２

性 現 象 論 ２ ２ エ ス ニ シ テ ィ 論 Ａ ２ ２

コミュニケーションの社会学 ２ ２ エ ス ニ シ テ ィ 論 Ｂ ２ ２

社 会 階 層 論 ２ ２

Ｃ
．
環
境
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
コ
ー
ス

環 境 社 会 学 ２単位 ２年次 犯 罪 社 会 学 ２単位 ２年次

地 域 環 境 論 ２ ２ 社 会 倫 理 学 ２ ２

社 会 学 史 ２ ２ 公 共 政 策 論 ２ ２

現 代 の 社 会 学 ２ ２ 情 報 社 会 論 ２ ２

地 域 社 会 論 ２ ２ コ ン テ ン ツ 産 業 論 ２ ２

文 化 社 会 論 ２ ２ ポ ス ト コ ロ ニ ア ル 論 ２ ２

都 市 社 会 学 ２ ２ 生 涯 学 習 概 論 Ａ ２ ２

対 人 関 係 論 ２ ２ 生 涯 学 習 概 論 Ｂ ２ ２

家 族 社 会 学 ２ ２ 産 業 社 会 学 Ａ ２ ２

社会的ネットワーク論 ２ ２ 開 発 と 健 康 の 社 会 学 ２ ２

産 業 社 会 学 Ｂ ２単位 ２年次 政 治 社 会 学 Ａ ２単位 ２年次

グローバリゼーション論 ２ ２ 政 治 社 会 学 Ｂ ２ ２

教 育 社 会 学 ２ ２ 現 代 コ ミ ュ ニ テ ィ 論 ２ ２

子 ど も の 歴 史 社 会 学 ２ ２ エ ス ニ シ テ ィ 論 Ａ ２ ２

ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ の 社 会 学 ２ ２ エ ス ニ シ テ ィ 論 Ｂ ２ ２

社 会 階 層 論 ２ ２

〔３〕演習・実習科目（＃印は、卒業要件「コース科目」３２単位のうちに含まれる）

＊ アカデミックリテラシー ２単位 １年次 ♫ コ ー ス 演 習 Ａ ２単位 ２年次

社 会 学 基 礎 演 習 ２ １ ♫ コ ー ス 演 習 Ｂ ２ ２

＃ 専 門 書 講 読 ２ ２ ♫ コ ー ス 演 習 Ｃ ２ ２
＃ 専 門 書 講 読 ( 外 ) ２ ２ ＃ 演 習 １ ４ ３

数 量 デ ー タ 分 析 ２ ２ ＃ 社 会 教 育 演 習 １ ４ ３

ボランティア実践指導 ４ ２ ♪ 表 現 法 演 習 ２ ２
♪ 質 的 デ ー タ 分 析 ２ ２ ＃ 社 会 教 育 調 査 実 習 ４ ３

フィールドワーク演習 ２ ２ ＃ 社 会 調 査 実 習 ４ ３

＃ 演 習 ２ ２ ４ ＃ 卒 業 論 文 ６ ４
＃ 社 会 教 育 演 習 ２ ２ ４

〔４〕隣接科目

法 社 会 学 Ａ ２単位 ３年次 福 祉 行 財 政 と 福 祉 計 画 ２単位 ３年次
法 社 会 学 Ｂ  ２ ３ 児 童 福 祉 論 Ａ ２ ２

社 会 保 障 論 Ａ ２ ２ 児 童 福 祉 論 Ｂ ２ ３

社 会 保 障 論 Ｂ ２ ２ 高 齢 者 福 祉 論 Ａ ２ ２
共 生 社 会 の 理 解 ２ ２ 高 齢 者 福 祉 論 Ｂ ２ ３

障 害 者 福 祉 総 論 ２ ２ 身 体 障 害 者 福 祉 論 ２ ２

社 会 政 策 論 １ ２ ３ 知 的 障 害 者 福 祉 論 ２ ２
社 会 政 策 論 ２ ２ ３ 地 域 福 祉 論 Ａ ２ ３

共 生 社 会 の 法 と 人 権 ２ ３ 地 域 福 祉 論 Ｂ ２ ３

ソーシャルインクルージョ
ンの政策

２ ３ イ ン タ ー ン シ ッ プ ２ ３

司 法 福 祉 論 ２ ３ W e l f a r e  S t a t e s ２ ３
女 性 福 祉 論  ２ ３ 学 校 ソ ー シャ ル ワ ーク 論 ２ ３

家 庭 福 祉 論 ２ ３ 権 利 擁 護 と成 年 後 見制 度 ２ ３

Ｎ Ｐ Ｏ 論 ２ ３ 農 業 政 策 論 １ ２ ３

公 的 扶 助 論 Ａ ２ ３ 農 業 政 策 論 ２ ２ ３

公 的 扶 助 論 Ｂ ２ ３ ｸﾘｴ ｲ ﾃ ｨﾌ ﾞ ﾋ ﾞ ｼﾞ ﾈ ｽと著作権 ２ ３

国 際 社 会 保 障 論 ２ ３ 法 社 会 学 ２ ２

〔５〕社会教育主事任用資格関連科目

社 会 教 育 計 画 Ａ ２単位 ２年次 家 庭 教 育 Ａ ２単位 ２年次

社 会 教 育 計 画 Ｂ ２ ２ 家 庭 教 育 Ｂ ２ ２

社 会 教 育 課 題 研 究 Ａ ２ ２ 社 会 教 育 行 政 ２ ２

社 会 教 育 課 題 研 究 Ｂ ２ ２ 社 会 教 育 施 設 ２ ２

職 業 指 導 ２ ３

〔６〕教職関連科目（卒業要件）
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憲 法 Ａ ２単位 ２年次 労 働 法 Ａ ２単位 ３年次

憲 法 Ｂ ２ ２ 労 働 法 Ｂ ２ ３

社 会 福 祉 法 制 ２ ２ 行 政 法 Ａ ２ ３

民 法 Ａ ２ ２ 行 政 法 Ｂ ２ ３

民 法 Ｂ ２ ２ 日 本 法 制 史 １ ２ ３

経 済 学 概 論 １ ２ ２ 日 本 法 制 史 ２ ２ ３

経 済 学 概 論 ２ ２ ２ 近 代 日 本 法 思 想 史 ２ ３

西 洋 法 制 史 １ ２ ２ 比 較 公 法 史 ２ ３

西 洋 法 制 史 ２ ２ ２ 政 治 思 想 史 １ Ａ ２ ３

西 洋 経 済 史 １ ２ ３ 政 治 思 想 史 １ Ｂ ２ ３

西 洋 経 済 史 ２ ２ ３
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社会福祉学科履修の方法
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１
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学部の教育方針

社会学部は、社会学科、社会福祉学科の２学科制をとっており、いずれの学科とも本学の建学の精神に従い、

一般教育と社会学及び社会福祉学全般の基本的な諸原理並びにそれに対応する諸問題を理解・習熟させ、もって

人類の福祉と社会の向上に貢献することを教育方針としている。

学科の指導方針

社会福祉学科の指導方針は、基本的人権と人間の尊厳とを擁護し、①人としての社会生活上の基本的ニーズを

科学的に充足する諸方策について理論的研究をすすめる能力を養い、②当面する福祉問題、生活課題を解明する

方途を修得させること、③これらの問題・課題に対応する具体的施策、社会福祉実践の方法の理論と実際を教え

ることである。

2008年度入学生から「ソーシャルワークコース」と「福祉開発コース」からなるコース制を導入した。学生は、

２年次生になる時にどちらかのコースを選択しなければならない。それぞれのコースには特徴的な講義科目や実

習・演習科目がおかれている。学生は将来の計画や社会福祉学科が示す履修モデルを参考にして、自分の興味・

関心に基づいて履修することが望まれる。

カリキュラム編成

１年次から４年次までに履修すべきまたは履修可能な本学科の学科科目は、下記の８群に分かれている。卒業

するためのカリキュラムはこの８群の中から選択すること。ただし、専門科目を系統的に学習するためには、コー

ス制ごとの「履修モデル」を参考に選択することが望ましい。

第１群 前提となる基礎科目

第２群 社会福祉の制度、政策に関する科目

第３群 個人を中心とした対象者理解に関する科目

第４群 社会福祉の実践方法・技術に関する科目

第５群 社会福祉の分野に関する科目

第６群 １～５群によって講ずることができなかったり、補足したりすることが必要と考えられる特別講義

であり、「特講」と呼んでいる科目（テーマ、担当者は年度により異なる場合がある）

第７群 実習（社会福祉・精神保健福祉現場実習）、福祉開発ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ、社会福祉調査実習、ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ、

演習、卒業論文などに関する科目

第８群 自由科目、１～７群に属さない自由に選択できる科目

以上の学科科目は、必修科目、選択科目に分かれている。

科目のリンク制

社会福祉学科の場合、4年間を通じ、合理的で効果的な履修を誘導するため、特定の講義科目と演習や実習科目

間で履修の順序に関する規程がある（「リンク制」と呼ぶ）。特に、２年次以降に開講される実習や演習に関連す

る科目の履修には、十分に注意して履修計画を立てることが重要である。実習、演習の項を参照。
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（１）年間履修制限単位数

１．１年間に履修できる単位数

１年間に履修できる単位数は、明治学院共通科目及び学科科目を含めて、４８単位である。

１年次生は、横浜校舎のみの履修とする。白金校舎での履修はできない。

２年次生は、学科科目（卒業要件）のみ白金校舎で履修できる。学科科目（卒業要件）以外は白金校舎での履

修はできない。

３年次生以上は、英語等の履修曜日・時限指定のある科目以外は、横浜・白金両校舎での履修が可能である。

また、上記以外の場合にも、社会学部長がやむを得ないと判断したものについては特例を認めることもある。

２．教職課程履修者の特例

教職課程を履修する者に限って、教職に関する科目と教科に関する科目を年間履修制限単位数を超えて、１６

単位まで履修することができる。別冊の［教職課程履修要項（諸資格）］参照のこと。

［特別支援教育に関する科目（卒業要件）］

特別支援教育学総論A・B、障害児・者心理学概論A・B、障害児医学総論A・B、特別支援学校教育実習

［教職課程の教科に関する科目（卒業要件外）］

日本史１・２、世界史１・２、地理学概論１・２、地誌概説１・２、国際政治学Ａ・Ｂ、現代政治理論１Ａ・Ｂ、

哲学（専）１・２、宗教学概論１・２

（２）卒業までに必要な単位数

明共・学科 分類 必修・選択分類 卒業に必要な単位数内訳

履修確認「単位集計

結果」の項目

成績照会「単位取得

情報照会」の項目

明治学院共通科目

必修科目

ｷﾘｽﾄ教の基礎 ① ４単位（注１） ｷﾘｽﾄ基本

計３２単位

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ ② ４単位（注２） 外国語

初習外国語 ③ ４単位（注３） 外国語

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾘﾃﾗｼｰ ④ ２単位（注４） 情報処理

選択必修科目 ⑤ １２単位（注５） 明共選必

自由選択科目 ⑥ ６単位（注６） 外国語～D群-I群

明治学院共通科目 および 学科科目 ⑦ ２２単位（注６・７・１２） 計２２単位

学科科目

必修科目 ⑧ ４単位（注８） 学科必修

計７０単位

ｺｰｽ必修科目 ⑨ ２単位（注９） ｺｰｽ必修

第４群科目 ⑩ ８単位（注１０） 第４群

第５群科目 ⑪ １０単位（注１１） 第５群

第１～７群科目 ⑫ ２２単位（注１２） 第１-７群

自由選択科目 ⑬ ２４単位（注１３） 第１-８群

合   計 １２４単位

（注１）①は、「キリスト教の基礎Ａ・Ｂ」の２科目が必修である。
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（注２）②は、「英語コミュニケーション１Ａ・１Ｂ、２Ａ・２Ｂ」それぞれ各１単位ずつが必修である。

（注３）③は、同一言語で４単位を履修しなければならない。③の超過取得分は⑥に算入される。

（注４）④は、「コンピュータリテラシー１・２、コンピュータリテラシー研究１Ａ・１Ｂ・２Ａ・２Ｂ」の中から

１科目必修である。④の超過取得分は⑥に算入される。

（注５）⑤は、心理学、法学（日本国憲法を含む）、経済学、社会学、数学、生物学、統計学、健康・スポーツ科学

系科目と健康・スポーツ科学関連科目のうち番号を問わず指定科目の対象とする。この中から１２単位が

必修である。⑤の超過取得分は⑥に算入される。

（注６）⑥は、明治学院共通科目（自由選択科目）のＣ～Ｉ群科目から取得すること。

⑥の超過取得分は⑦に算入される。

（注７）⑦の２２単位は明治学院共通科目と学科科目（選択科目）から自由に選択し、取得すること。

⑥と⑬の超過取得分は⑦に算入される。

（注８）⑧は、社会福祉学概論Ａ・Ｂが必修である。

（注９）⑨は、ソーシャルワークコースを選択した学生は「ソーシャルワーク１Ａ」が、福祉開発コースを選択し

た学生は「福祉開発概論」がコース必修となる。他のコースの学生にも履修を勧める。コース必修科目の

単位を取得しないと、当該コースの学生は卒業不可となる。

（注１０）⑩は、８単位以上を取得すること。⑩の超過取得分は⑫に算入される。ソーシャルワークコースを選択

した学生は「ソーシャルワーク１Ａ」の他に８単位以上の取得が必要である。

（注１１）⑪は、１０単位以上を取得すること。⑪の超過取得分は⑫に算入される。

（注１２）⑫の２２単位以上は、第１～７群までの科目から取得すること。⑫の超過取得分は⑬に算入される。

※必修（⑧：４単位）、選択必修（⑨：２単位）、４群（⑩：８単位）、５群（⑪：１０単位）の計２４単位

とは別に取得すること。

（注１３）⑬は、学科科目（一覧表に記載されている科目）の自由選択として、２４単位取得すること。⑬の超過

取得分は⑦に算入される。

（３）履修中止除外科目について
学修の手引き「７．履修中止制度」において、履修中止ができない科目（ａ）～（ｇ）のうち、“（ｇ）各学科

において定めている履修中止の申請ができない科目”は、社会福祉学科にあっては以下のとおりである。

コース必修科目：「ソーシャルワーク１Ａ」、「福祉開発概論」、社会福祉学科科目部門別一覧「第７群」掲載の

科目すべて、

特別支援学校教育実習

（４）明治学院共通科目
履修については、この履修要項の「明治学院共通科目履修の方法」の章を参照のこと。
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（５）学科科目

１．コースについて

１）コースの概要

社会福祉学科では、主として将来の進路を想定して、ソーシャルワークコースと福祉開発コースの２つのコー

スを用意している。

ソーシャルワークコースは、ソーシャルワークの理論とソーシャルワーカーとしての実践力を獲得することを

主たる目標としたカリキュラムで構成されている。関連講義科目の学びとソーシャルワーク実習およびソーシャ

ルワーク演習と相互に連動させながら学習を深め、最終的には卒業論文としてまとめる。その過程で社会福祉士

や精神保健福祉士の国家試験受験資格を取得することができる。

福祉開発コースは、社会福祉学を基盤として、自由に、かつ広く共生社会のあり方を学ぶカリキュラムで構成

されている。そのため三つのエリアを設けて、学生の興味・関心に基づいて系統的に学べるように工夫している。

学生は三つのエリアから一つを選択し、履修モデルに即して履修することが望ましい。ただし、履修モデルにな

い講義科目（他エリア、ソーシャルワークコースの推奨講義科目）でも、社会福祉学科の学科科目であれば卒業

単位に組み入れられる。その他の特徴としては、①エリアごとの現実に触れる機会を付与する「福祉開発ﾌｨｰﾙﾄﾞ

ﾜｰｸ」(2 年次)をコース独自の科目として位置づけている。②２年次の講義科目「福祉開発概論」はコース必修科

目である。③演習科目はエリアを中心に３年次(演習１)・４年次(演習２)と展開し、最終的には卒業論文として

まとめる。福祉開発コースでは、社会福祉士および精神保健福祉士の国家試験受験資格を取得することはできな

い。

２）コースの選択

コースに分かれるのは２年次からである。そのため、１年次秋学期にコースガイダンスを行い、学生個人の希

望に応じて所属コースを決定していく。コ―スによって履修できる演習・実習は明確に分かれているので、コー

スごとの履修モデルを参考に履修計画を立てること。これに対し、講義科目は両コースに開放されている。卒業

するための必要単位数についてコースによって違いはない。

３）コースの変更

２年次にソーシャルワークコース、福祉開発コースを選択した学生が、３年次以降に別のコースに移ることは

できない。1 年次の秋学期に行われる、コース・オリエンテーションに必ず出席し、将来の進路などをよく考え

た上で、コース選択を行うよう、十分に留意すること。 コース変更希望者は、２年次の秋学期に実施されるオ

リエンテーションに参加し、指定期日内に申込書を社会学部共同研究室に提出すること。コース変更許可者は、

掲示するので注意すること。コース変更が認められた場合、ソーシャルワークコースで取得した「ソーシャルワー

ク基礎実習指導」「ソーシャルワーク演習 1Ａ」「ソーシャルワーク演習 1Ｂ」「ソーシャルワーク演習 1Ｃ」「精

神保健福祉援助演習（基礎）」「精神保健福祉援助演習（専門）Ａ」の単位は、自由選択科目とすることができる。

また、福祉開発コースの必修科目である「福祉開発概論」の単位を取得する必要がある。なお、福祉開発コース

の実習科目である「福祉開発フィールドワーク」は、3 年次での履修は不可である。
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４）コースと資格

社会福祉士等国家試験の受験資格が得られるかどうかや、希望する進路によってコースを選択すること。

資格や進路によるコースの選択は、以下の表を参考にすること。

ソーシャルワークコース 福祉開発コース

①社会福祉士国家試験の受験資格   注１） ○ ×

②精神保健福祉士国家試験の受験資格 注１） ○ ×

③中学校・高等学校・特別支援学校教諭 ×  注２） ○  注２）

凡例：○可能、×不可

注１）社会福祉士国家試験と精神保健福祉士国家試験の両方の受験資格を得るには５年間を要する。希望者は３年次春学期

の指定期日内に申込書を社会福祉実習センターに提出すること。なお、４年間で卒業単位を満たすと５年目に大学に

残ることができないため、履修方法に注意すること。卒業論文は４年目で履修すること。

注２）ソーシャルワークコースでは在学４年間で①と③の資格、あるいは②と③の資格を同時に取得することはできない。

教員免許状を取得希望であれば、福祉開発コースを選択すること。

２．将来の希望別履修モデル

社会福祉学科では、国家試験受験資格取得の有無などにより、６つのルート別に履修モデルを提示することが

できる。ソーシャルワークコースを選択する学生は①②を、福祉開発コースを選択する学生は、③～⑥を参考に

すること。

①社会福祉士ルート：社会福祉士国家試験の受験資格取得を目指す。

②精神保健福祉士ルート：精神保健福祉士国家試験の受験資格取得を目指す。

③社会・地域開発エリア：国内外の社会・地域問題を実践から学び、社会・地域開発手法の習得を目指す。

④多文化共生社会エリア：国内ならびに国際福祉について実際に触れることにより、良き市民の形成を目指す。

⑤ソーシャル・インクルージョンの法と政策エリア：国内外の社会政策と法の形成過程と具体的展開を学び、共生

社会の実現への処方箋を検討する。

⑥教職ルート：中学校・高等学校教諭および特別支援学校教諭の資格を目指す。
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ソーシャルワークコース

履修

モデ

ル

開講

年次

取得が必要な学科科目（国家資格読替科目を含む）

実習・演習・卒論 講義科目

①

社
会
福
祉
士
ル
ー
ト

１年次

社会福祉学概論Ａ・Ｂ（必修）

ソーシャルワークの理解

社会学概論＊

２年次

ソーシャルワーク基礎実習指

導

ソーシャルワーク演習１Ａ

ソーシャルワーク演習１Ｂ

ソーシャルワーク演習１Ｃ

ソーシャルワーク１Ａ（コース

必修）

ソーシャルワーク２Ａ

ソーシャルワーク３Ａ

社会福祉調査

児童福祉論Ａ

高齢者福祉論Ａ

障害者福祉総論

心理学概論＊

社会保障論Ａ・Ｂ

介護概論

３年次

ソーシャルワーク実習指導Ａ 医学知識＊ 社会福祉運営管理論Ａ

公的扶助論Ａ 医療福祉論

地域福祉論Ａ・Ｂ 就労支援サービス＃

ソーシャルワーク１Ｂ 司法福祉論＃

ソーシャルワーク２Ｂ 権利擁護と成年後見制度＃

ソーシャルワーク３Ｂ 福祉行財政と福祉計画

４年次

ソーシャルワーク実習指導Ｂ

ソーシャルワーク実習

ソーシャルワーク演習２

卒業論文

②

精
神
保
健
福
祉
士
ル
ー
ト

１年次

社会福祉学概論Ａ・Ｂ（必修）

ソーシャルワークの理解

社会学概論☆

２年次

ソーシャルワーク基礎実習指

導

ソーシャルワーク演習１Ｂ

精神保健福祉援助演習（基礎）

精神保健福祉援助演習（専門）Ａ

ソーシャルワーク１Ａ（コース

必修）

障害者福祉総論

精神保健福祉援助技術総論

精神障害者の生活支援システム

精神保健福祉論Ａ

心理学概論☆

社会保障論Ａ・Ｂ

３年次

精神保健福祉援助実習指導Ａ 精神医学Ａ・Ｂ   

精神保健Ａ・Ｂ

精神保健福祉論Ｂ

精神科リハビリテーション学

Ａ・Ｂ

精神保健福祉援助技術各論Ａ・Ｂ

地域福祉論Ａ・Ｂ

権利擁護と成年後見制度

福祉行財政と福祉計画

医療福祉論

医学知識☆

公的扶助論Ａ

４年次

精神保健福祉援助演習（専門）Ｂ

精神保健福祉援助実習指導Ｂ

精神保健福祉援助実習指導Ｃ

精神保健福祉援助実習

卒業論文

  ＊印の３科目のうち１科目を取得

＃印の３科目のうち１科目を取得

☆印の３科目のうち１科目を取得

福祉開発コース

履修

モデ

ル

開講

年次
履修が望ましい科目

③
社
会
・
地

域

開
発
エ
リ

ア １年次

社会福祉学概論Ａ・Ｂ（必修）

福祉開発の理解

ソーシャルワークの理解

基礎演習
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履修

モデ

ル

開講

年次
履修が望ましい科目

２年次

社会保障論Ａ・Ｂ

福祉開発フィールドワーク

社会福祉法制

福祉開発概論（コース必修）

社会福祉調査

③
社
会
・
地
域

開
発
エ
リ
ア

３年次

演習１
地域福祉論Ａ・Ｂ
権利擁護と成年後見制度
社会福祉の思想
福祉行財政と福祉計画
福祉国家論Ａ・Ｂ
文化社会論
産業社会学Ａ・Ｂ

地域社会学
環境社会学
家族社会学
社会行動論
ＮＰＯ論

４年次
演習２
卒業論文

履修

モデ

ル

開講

年次
履修が望ましい科目

④

多
文
化
共
生
社
会
エ
リ
ア

１年次

社会福祉学概論Ａ・Ｂ（必修）
福祉開発の理解
ソーシャルワークの理解
基礎演習

２年次

福祉開発概論（コース必修）
社会保障論Ａ・Ｂ
福祉開発フィールドワーク
社会福祉法制

社会福祉史
障害者福祉総論
共生社会の理解

３年次

演習１
地域福祉論Ａ・Ｂ
権利擁護と成年後見制度
社会福祉の思想
福祉行財政と福祉計画
福祉国家論Ａ・Ｂ
比較社会学
国際社会保障論   
公的扶助論Ａ

環境社会学
地域環境論
文化社会論
公共と市民
家族社会学
社会的ネットワーク論
Ｗｅｌｆａｒｅ Ｓｔａｔｅｓ
ＮＰＯ論
インターンシップ

４年次
演習２
卒業論文

履修

モデ

ル

開講

年次
履修が望ましい科目

⑤

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
の
法
と

政
策
エ
リ
ア

１年次

社会福祉学概論Ａ・Ｂ（必修）
福祉開発の理解
ソーシャルワークの理解
基礎演習

２年次

福祉開発概論（コース必修）
社会保障論Ａ・Ｂ
福祉開発フィールドワーク

社会福祉法制
社会福祉史

３年次

演習１
地域福祉論Ａ・Ｂ
権利擁護と成年後見制度
社会福祉の思想
福祉行財政と福祉計画
福祉国家論Ａ・Ｂ
共生社会の法と人権

ＮＰＯ論
司法福祉論
社会倫理学
性現象論
犯罪社会学
ソーシャルインクルージョンの政策

４年次
演習２
卒業論文
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⑥
教
職
ル
ー
ト

１年次
社会福祉学概論Ａ・Ｂ（必修） ［教職課程履修要項（諸資格）］参照

２年次
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注１） 「＊」の３科目中１科目選択で可、「＃」の３科目中１科目選択で可、「☆」の３科目中１科目選択で可

とする。

注２） ①または②ルートにおいて、３年次から始まる実習の前に十分な関連知識の取得が望ましいので、講義

科目の「Ａ」と「介護概論」は可能な限り、３年次までに取得しておくことが望ましい。

注３） 社会福祉士および精神保健福祉士の両方の国家試験受験資格を目指す場合、５年間の在籍が必要となる。

ただし、４年間で卒業単位を満たすと５年目に大学に残ることができないため、履修方法に注意するこ

と。なお、卒業論文は４年目で履修すること。

注４） ⑥教職ルートを選択する学生は福祉開発コースを選択することが望ましい。

注５） 大学院進学を考えている場合は、「卒業論文」を履修することが望ましい。

注６） 多文化共生社会エリアには２年次に「共生社会の理解」、３年次に「インターンシップ」が設置される

が、福祉開発コース、ソーシャルワークコースどちらの学生も履修可能である。社会学科の学生も履修

可能である。

３．資格取得の方法

１）社会福祉士

所定の学科目を取得し、社会福祉士国家試験受験資格を得た者で、毎年１回実施される国家試験に合格

し、社会福祉士として登録した者。

ソーシャルワーク基礎実習指導、ソーシャルワーク演習１Ａ・１Ｂ・１Ｃ、ソーシャルワーク演習２、

ソーシャルワーク実習指導Ａ・Ｂ、ソーシャルワーク実習、卒業論文については、この要項の「実習」項、

「演習」項および「国家試験受験資格」の章を参照。

２）精神保健福祉士

所定の学科目を取得し、精神保健福祉士国家試験受験資格を得た者で、毎年１回実施される国家試験に

合格し、精神保健福祉士として登録した者。

ソーシャルワーク基礎実習指導、精神保健福祉援助演習（基礎）、ソーシャルワーク演習１Ｂ、精神保健

福祉援助演習（専門）Ａ・Ｂ、精神保健福祉援助実習指導Ａ・Ｂ・Ｃ、精神保健福祉援助実習、卒業論文

については、この要項の「実習」項、「演習」項および「国家試験受験資格」の章を参照。

３）任用資格

  ①社会福祉主事

社会福祉学概論Ａ・Ｂ、公的扶助論Ａ、社会保障論Ａ・Ｂ、児童福祉論Ａ・Ｂ、社会福祉法制などの厚

生労働省の指定する３４科目のうち、３科目以上を修めて卒業した者。この要項の「諸資格」の章を参照

のこと。

  ②知的障害者福祉司・身体障害者福祉司

この要項の「諸資格」の章を参照のこと。

４）中学校教諭一種（社会）・高等学校教諭一種（公民）・特別支援学校教諭一種

各種教諭免許取得の要件を満たした者。［教職課程履修要項（諸資格）］を参照のこと。

４．実習について

社会福祉学科では、社会福祉教育の一環として複数の実習科目を用意している。これらの実習科目の中には、

社会福祉士および精神保健福祉士の国家試験受験資格を取得するための条件となっている科目もある。これらの

受験資格を取得しようとする者は、実習科目単位取得条件に注意して履修すること。

なお、実習科目は、授業の出席状況等によっては履修を認めない場合もある。実習科目は学年ごとに所属する
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コース内の指定されたものを履修すること。

Ａ ソーシャルワークコースの実習

１）ソーシャルワーク基礎実習指導

①「ソーシャルワーク基礎実習指導」は２年次に開講される春学期科目（２単位）である。「ソーシャルワー

ク基礎実習指導」を履修するためには、「社会福祉学概論Ａ」「社会福祉学概論Ｂ」「ソーシャルワークの理

解」の単位を取得済みであるか、同一年度に履修しなければならない。なお「ソーシャルワーク基礎実習

指導」は６日間（４２時間）以上の配属実習を行う。

②「ソーシャルワーク基礎実習指導」は１年次の秋学期に履修希望を聴取し、クラス分けを行う。なお、ク

ラス分けは学科によって行われる。

③「ソーシャルワーク基礎実習指導」の履修希望者は、各自履修登録をし、指定日に実習費と賠償責任保険

料を教務部に納入しなければならない。

④社会福祉士および精神保健福祉士の国家試験受験資格を取得しようとする者は、「ソーシャルワーク基礎

実習指導」「ソーシャルワーク演習１Ｂ」の単位を取得済みでなければならない。

⑤「ソーシャルワーク演習１Ａ」「ソーシャルワーク演習１Ｃ」を同一年度に履修しなければならない。

⑥「精神保健福祉援助演習（基礎）」「精神保健福祉援助演習（専門）Ａ」を同一年度に履修しなければなら

ない。

２）ソーシャルワーク実習指導Ａ、ソーシャルワーク実習指導Ｂ、ソーシャルワーク実習

①これらの科目は３年次秋学期に開講される「ソーシャルワーク実習指導Ａ」（２単位）、４年次春学期に開

講される「ソーシャルワーク実習指導Ｂ」（２単位）、４年次に開講される「ソーシャルワーク実習」（４単

位）から構成される。なお、「ソーシャルワーク実習」は、２３日（１８０時間）以上の配属実習を行う。

②履修希望者は、３年次の春学期に実施する統一試験と個別面接を受け、担当教員および配属実習先の決定

を含む履修許可を得ておく必要がある。

③履修希望者は、各自履修登録をし、指定日に実習費と賠償責任保険料を教務部に納入しなければならない。

④「ソーシャルワーク実習指導Ａ」の履修希望者は、「ソーシャルワーク１Ａ」「ソーシャルワーク基礎実習

指導」「ソーシャルワーク演習１Ａ」「ソーシャルワーク演習１Ｂ」「ソーシャルワーク演習１Ｃ」の単位を

取得済みでなければならない。

⑤「ソーシャルワーク実習指導Ｂ」の履修希望者は、「ソーシャルワーク実習指導Ａ」の単位を取得済みでな

ければならない。また、担当教員の「ソーシャルワーク演習２」「ソーシャルワーク実習」「卒業論文」を

同時履修しなければならない。

⑥社会福祉士の国家試験受験資格を取得しようとする者は、「ソーシャルワーク実習指導Ａ」「ソーシャル

ワーク実習指導Ｂ」「ソーシャルワーク実習」の単位を継続して取得しなければならない。ただし「ソーシャ

ルワーク実習指導Ａ」（２単位）のみの単位取得者は国家試験の受験資格は満たさないが、本学の卒業要件

の単位に組み入れることができる。

⑦「ソーシャルワーク実習指導Ａ」「ソーシャルワーク実習指導Ｂ」「ソーシャルワーク実習」と「精神保健

福祉援助実習指導Ａ」「精神保健福祉援助実習指導Ｂ」「精神保健福祉援助実習」「精神保健福祉援助実習

指導Ｃ」との同時履修はできない。

３）精神保健福祉援助実習指導Ａ、精神保健福祉援助実習指導Ｂ、精神保健福祉援助実習、精神保健福

祉援助実習指導Ｃ

①これらの科目は３年次秋学期に開講される「精神保健福祉援助実習指導Ａ」（２単位）、４年次春学期に開

講される「精神保健福祉援助実習指導Ｂ」（２単位）、４年次に開講される「精神保健福祉援助実習」（４単

位）および４年次秋学期に開講される「精神保健福祉援助実習指導Ｃ」（２単位）から構成される。なお、

「精神保健福祉援助実習」は、２７日（２１０時間）以上の配属実習を行う。

②履修希望者は、３年次の春学期に実施する統一試験と個別面接を受け、担当教員および配属先の決定を含
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む履修許可を得ておく必要がある。

③履修希望者は、各自履修登録をし、指定日に実習費と賠償責任保険料を教務部に納入しなければならない。

④「精神保健福祉援助実習指導Ａ」の履修希望者は、「ソーシャルワーク１Ａ」「ソーシャルワーク基礎実習

指導」「ソーシャルワーク演習１Ｂ」「精神保健福祉援助演習（基礎）」「精神保健福祉援助演習（専門）Ａ」

の単位を取得済みでなければならない。

⑤「精神保健福祉援助実習指導Ｂ」の履修希望者は、「精神保健福祉援助実習指導Ａ」を取得済みでなければ

ならない。また、「精神保健福祉援助実習」「精神保健福祉援助実習指導Ｃ」と担当教員の「精神保健福祉

援助演習（専門）Ｂ」「卒業論文」を同一年度に履修しなければならない。なお、「精神保健福祉援助実習

指導Ｃ」は「精神保健福祉援助実習指導Ｂ」の単位を取得済みでなければならない。

⑥精神保健福祉士の国家試験受験資格を取得しようとする者は、「精神保健福祉援助実習指導Ａ」「精神保健

福祉援助実習指導Ｂ」「精神保健福祉援助実習」「精神保健福祉援助実習指導Ｃ」の単位を継続して取得し

なければならない。ただし「精神保健福祉援助実習指導Ａ」（２単位）のみの単位取得者、または「精神保

健福祉援助実習指導Ａ」（２単位）と「精神保健福祉援助実習指導Ｂ」（２単位）のみの単位取得者は国家

試験の受験資格は満たさないが、本学の卒業要件の単位に組み入れることができる。

⑦「精神保健福祉援助実習指導Ａ」「精神保健福祉援助実習指導Ｂ」「精神保健福祉援助実習」「精神保健福祉

援助実習指導Ｃ」と「ソーシャルワーク実習指導Ａ」「ソーシャルワーク実習指導Ｂ」「ソーシャルワーク実

習」の同時履修はできない。

Ｂ 福祉開発コースの実習

福祉開発フィールドワーク

①この科目は福祉開発コースの基幹科目の１つである。ソーシャルワークコースの学生が履修することはできない。

通年の実習科目（２単位）であり、２年次に履修すること。エリア別に複数の教員が特定のテーマを設定し、グ

ループ単位に国内外での体験実習を行う。授業形式は実習の準備のためのクラスワーク、国内外での体験実習、

さらに実習の分析・まとめのためのクラスワークからなる。

②「福祉開発フィールドワーク」の履修希望者は、「社会福祉学概論Ａ」「社会福祉学概論Ｂ」「ソーシャルワークの

理解」「福祉開発の理解」の単位を取得済みであるか、同一年度に履修しなければならない。

③「福祉開発フィールドワーク」は１年次の秋学期に履修希望を聴取し、クラス分けを行う。

④クラス分けは各担当教員から指示された方法によって行われるため、必ずしも希望のクラスを履修できるとは限

らない。

Ｃ コース共通の実習

社会福祉調査実習

①この科目は３年次に開講される通年科目（４単位）である。

②社会福祉士や精神保健福祉士の国家試験受験資格取得のための指定科目ではない。

③「社会福祉調査実習」にかかる費用は、履修者が負担することもある。

５．演習について

社会福祉学科では、少人数で社会福祉の理論や方法論を学問として学びかつ実践に生かすために、演習科目の

授業を用意している。演習科目の中には、国家試験受験資格を得るために必要な科目もあるため、国家試験受験

資格取得を目指す学生は、注意して履修計画をたてること。

１）基礎演習

①「基礎演習」は文献検索や論文の引用方法等、大学生に最低限必要なアカデミック・リテラシーを学ぶ場で
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あると同時に、少人数クラスを生かした社会福祉学の導入教育を行う場である。そのため、１年次生は、必

ず履修することが求められる。ただし、単位の取得は、卒業の必修要件ではない。

②１年次秋学期に開講される半期科目である。履修希望者は１年次春学期中に履修に関する掲示があるので、

これに従うこと。

③「基礎演習」は履修希望者を無作為に分けるため、履修者が担当希望教員を指定することはできない。

２）演習１

①福祉開発コースの３年次に開講される通年科目である。ソーシャルワークコースの学生が履修することはで

きない。

②「演習１」は２年次の秋学期に行われるオリエンテーションまたは掲示により、クラス分けを行う。

③クラス分けは各担当教員から提示された方法によって行われるため、必ずしも希望のクラスを履修できると

は限らない。

３）演習２

  ①福祉開発コースの４年次に開講される通年科目である。ソーシャルワークコースの学生が履修すること

はできない。

②「演習２」の履修希望者は、「演習１」の単位を取得済みでなければならない。

③「演習２」は３年次の秋学期に行われるオリエンテーションまたは掲示により、クラス分けを行う。

④クラス分けは各担当教員から提示された方法によって行われるため、必ずしも希望のクラスを履修でき

るとは限らない。

⑤「演習２」を履修する者は担当教員の「卒業論文」を同時履修しなければならない。

⑥「卒業論文」を提出できなかった者は、「演習２」の単位は認められない。

４）ソーシャルワーク演習１Ａ、ソーシャルワーク演習１Ｂ、ソーシャルワーク演習１Ｃ  

①これらの科目は２年次開講科目で、「ソーシャルワーク演習１Ａ」は春学期、「ソーシャルワーク演習１

Ｂ」、「ソーシャルワーク演習１Ｃ」は秋学期に開講される。「ソーシャルワーク演習１Ａ」「ソーシャル

ワーク演習１Ｂ」「ソーシャルワーク演習１Ｃ」は、社会福祉士の国家試験受験資格を取得するために必

要な科目である。「ソーシャルワーク演習１Ｂ」は、精神保健福祉士の国家試験受験資格を取得するため

の指定科目ではないが、本学の履修条件として必要な科目である。福祉開発コースの学生が履修するこ

とはできない。

②「ソーシャルワーク演習１Ａ」「ソーシャルワーク演習１Ｃ」の履修希望者は、「社会福祉学概論Ａ」「社

会福祉学概論Ｂ」「ソーシャルワークの理解」の単位を取得済みであるか、同一年度に履修しなければな

らない。また、「ソーシャルワーク基礎実習指導」を同一年度に履修しなければならない。

③「ソーシャルワーク演習１Ａ」「ソーシャルワーク演習１Ｃ」は１年次の秋学期に履修希望を聴取し、ク

ラス分けを行う。なお、クラス分けは学科によって行われる。

④「ソーシャルワーク演習１Ｂ」の履修希望者は、「ソーシャルワーク基礎実習指導」の単位を取得済みで

なければならない。また「ソーシャルワーク演習１Ｃ」の履修希望者は、「ソーシャルワーク演習１Ａ」

の単位を取得済みでなければならない。

⑤「ソーシャルワーク演習１Ａ」「ソーシャルワーク演習１Ｃ」と「精神保健福祉援助演習（基礎）」「精神

保健福祉援助演習（専門）Ａ」は同一年度に履修することが可能である。

⑥「ソーシャルワーク演習１Ａ」「ソーシャルワーク演習１Ｂ」「ソーシャルワーク演習１Ｃ」の単位が取

得できなかった者は、「ソーシャルワーク実習指導Ａ」「ソーシャルワーク実習指導Ｂ」「ソーシャル

ワーク実習」「ソーシャルワーク演習２」「卒業論文」を履修することはできない。

⑦「ソーシャルワーク演習１Ｂ」の単位が取得できなかった者は、「精神保健福祉援助実習指導Ａ」「精神

保健福祉援助実習指導Ｂ」「精神保健福祉援助実習」「精神保健福祉援助実習指導Ｃ」「精神保健福祉援

助演習（専門）Ｂ」「卒業論文」を履修することはできない。

５）精神保健福祉援助演習（基礎）、精神保健福祉援助演習（専門）Ａ
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①これらの科目は２年次開講科目で、「精神保健福祉援助演習（基礎）」は春学期、「精神保健福祉援助演習

（専門）Ａ」は秋学期に開講される。「精神保健福祉援助演習（基礎）」「精神保健福祉援助演習（専門）

Ａ」は、精神保健福祉士の国家試験受験資格を得るために必要な科目である。また、福祉開発コースの

学生が履修することはできない。

②「精神保健福祉援助演習（基礎）」「精神保健福祉援助演習（専門）Ａ」の履修希望者は、「社会福祉学概

論Ａ」「社会福祉学概論Ｂ」「ソーシャルワークの理解」の単位を取得済みであるか、同一年度に履修し

なければならない。また、「ソーシャルワーク基礎実習指導」「ソーシャルワーク演習１Ｂ」を同一年度

に履修しなければならない。

③「精神保健福祉援助演習（基礎）」「精神保健福祉援助演習（専門）Ａ」は１年次の秋学期に履修希望を

聴取し、クラス分けを行う。クラス分けは学科によって行われる。

④「精神保健福祉援助演習（専門）Ａ」は「精神保健福祉援助演習（基礎）」の単位を取得済みでなければ

ならない。また、「ソーシャルワーク演習１Ｂ」は「ソーシャルワーク基礎実習指導」の単位を取得済み

でなければならない。

⑤「精神保健福祉援助演習（基礎）」「精神保健福祉援助演習（専門）Ａ」と「ソーシャルワーク演習１Ａ」

「ソーシャルワーク演習１Ｃ」は同一年度に履修することが可能である。

⑥「精神保健福祉援助演習（基礎）」「精神保健福祉援助演習（専門）Ａ」の単位が取得できなかった者は、

「精神保健福祉援助実習指導Ａ」「精神保健福祉援助実習指導Ｂ」「精神保健福祉援助実習」「精神保健

福祉援助実習指導Ｃ」「精神保健福祉援助演習（専門）Ｂ」「卒業論文」を履修することはできない。

６）ソーシャルワーク演習２  

①「ソーシャルワーク演習２」の履修希望者は、「ソーシャルワーク１Ａ」「ソーシャルワーク基礎実習指

導」「ソーシャルワーク実習指導Ａ」「ソーシャルワーク演習１Ａ」「ソーシャルワーク演習１Ｂ」「ソー

シャルワーク演習１Ｃ」の単位を取得済みでなければならない。また、担当教員の「ソーシャルワーク

実習指導Ｂ」「ソーシャルワーク実習」「卒業論文」を同時履修しなければならない。福祉開発コースの

学生が履修することはできない。

②「ソーシャルワーク演習２」は社会福祉士の国家試験受験資格を得るために必要な科目である。この科

目の単位を取得できなかった場合は、受験資格を得ることはできない。

③「ソーシャルワーク演習２」は「精神保健福祉援助実習指導Ｂ」「精神保健福祉援助実習」「精神保健福

祉援助実習指導Ｃ」「精神保健福祉援助演習（専門）Ｂ」との同時履修はできない。

④「卒業論文」を提出できなかった者は、「ソーシャルワーク演習２」の単位は認められない。

⑤４年次に、精神保健福祉士の国家試験受験資格を取得した後、５年次に社会福祉士の国家試験受験資格

取得を希望する場合、「卒業論文」は４年次に単位取得済みであることから、５年次での履修はできない。

７）精神保健福祉援助演習（専門）Ｂ

①「精神保健福祉援助演習（専門）Ｂ」の履修希望者は、「ソーシャルワーク１Ａ」「ソーシャルワーク基

礎実習指導」「ソーシャルワーク演習１Ｂ」「精神保健福祉援助演習（基礎）」「精神保健福祉援助演習（専

門）Ａ」「精神保健福祉援助実習指導Ａ」「精神保健福祉援助実習指導Ｂ」の単位を取得済みでなければ

ならない。また、担当教員の「精神保健福祉援助実習」「精神保健福祉援助実習指導Ｃ」「卒業論文」を

同時履修しなければならない。福祉開発コースの学生が履修することはできない。

②精神保健福祉士の国家試験受験資格を得るために必要な科目である。この科目の取得単位を取得できな

かった場合は、受験資格を得ることができない。

③「精神保健福祉援助演習（専門）Ｂ」は、「ソーシャルワーク実習」「ソーシャルワーク実習指導Ｂ」「ソー

シャルワーク演習２」との同一年度での履修はできない。

④「卒業論文」を提出できなかった者は、「精神保健福祉援助演習（専門）Ｂ」の単位は認められない。

⑤４年次に、社会福祉士の国家試験受験資格を取得した後、５年次に精神保健福祉士の国家試験受験資格

取得を希望する場合、「卒業論文」は４年次に単位取得済みであることから、５年次での履修はできない。
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８）ソーシャルワーク特別演習１・２

①ソーシャルワークの学生のなかで、２年次が終了した時点で、４年次に「ソーシャルワーク実習」もし

くは「精神保健福祉援助実習」を履修しないことを決めた学生のための演習である。したがって、この

演習を選択した学生は、社会福祉士・精神保健福祉士国家試験の受験資格を取得できない。

②「ソーシャルワーク特別演習１」は「ソーシャルワーク実習指導Ａ」に相当する科目である。履修希望

者は「ソーシャルワーク１Ａ」「ソーシャルワーク基礎実習指導」「ソーシャルワーク演習１Ａ」「ソー

シャルワーク演習１Ｂ」「ソーシャルワーク演習１Ｃ」の単位を履修済みでなければならない。

③「ソーシャルワーク特別演習１」は「精神保健福祉援助実習指導Ａ」に相当する科目である。履修希望

者は、「ソーシャルワーク１Ａ」「ソーシャルワーク基礎実習指導」「ソーシャルワーク演習１Ｂ」「精神

保健福祉援助演習（基礎）」「精神保健福祉援助演習（専門）Ａ」の単位を履修済みでなければならない。

④「ソーシャルワーク特別演習２」は「ソーシャルワーク演習２」「卒業論文」および「精神保健福祉援助

演習（専門）Ｂ」「卒業論文」に相当する科目である。履修希望者は、「ソーシャルワーク特別演習１」

の単位を原則として取得済みでなければならない。また、担当教員の「卒業論文」を同時履修しなけれ

ばならない。

⑤「卒業論文」を提出できなかった者は、「ソーシャルワーク演習２」の単位は認められない。
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【参考】リンク制科目について（2012年度生以降）

１．ソーシャルワークコ ースの演習・実習系科目（リンク制科目）

！！注意！！

1年次 秋

☆ ☆ ☆ （注）

春 春 春

同時履修可

☆

秋 秋 秋

3年次 秋 秋 秋

国家試験受験資格の指定科目ではない

＜両ルート同時履修不可＞

通 通

春 通 春 国家試験受験資格の指定科目ではない

4年次

（※）

通 通 秋 秋

通 通

社会福祉士ルート 精神保健福祉士ルート 前のページの9）を参照すること

社会福祉士指定科目 精神保健福祉士指定科目 両資格共通の指定科目

【矢印・記号の意味】

↓ ： 前提科目の単位修得済みが条件 ＊ ： 同時履修でも可 ： 同時履修しなければならない

☆ ： 前年度秋学期にオリエンテーションを実施（クラス指定） ： 前提科目の履修済みが条件

【注意事項】

① 事前に履修許可を得る必要がある科目もあるので注意すること。

② 実習科目は実習費と賠償責任保険料を別途納入する必要がある。

③ 卒業論文を未提出の場合は同時履修の「ソーシャルワーク演習2」「精神保健福祉援助演習（専門）B」の単位も認められない。

④ 「春」は春学期、「秋」は秋学期、「通」は通年を示す。

卒業論文

ソーシャルワーク

実習指導B

精神保健福祉

援助実習指導C

精神保健福祉

援助演習（専門）B

精神保健福祉

援助実習指導A

精神保健福祉

援助実習指導B

ソーシャルワーク

演習2

ソーシャルワーク

実習

精神保健福祉

援助実習

卒業論文

ソーシャルワーク

実習指導A

ソーシャルワーク

演習1B

（※）4年次科目は全て同一教員の科目を同時履修しなければならない。

春に統一試験と個別面接

＜両ルート同時履修不可＞

ソーシャルワーク1A

ソーシャルワーク

演習1C

＊

ソーシャルワーク演習1C

ソーシャルワーク演習1A
精神保健福祉

援助演習（基礎）

ソーシャルワーク

演習1A

ソーシャルワーク

基礎実習指導

精神保健福祉

援助演習（専門）A

精神保健福祉援助演習（基礎）

精神保健福祉援助演習（専門）A

　こ の表はあくまでリンク制が適用される科目についてのみの表であり、 国家試験受験資格取得のため には他にも修得しなけれ
ばならない科目があるこ とに注意するこ と 。 詳細は国家試験受験資格のページを熟読のこ と。

　また、実習・演習の注意事項は「４．実習について」および「５．演習について」のページを参照し、熟読するこ と。

ソーシャルワークの理解社会福祉学概論A 社会福祉学概論B

＊ ＊

2年次

ソーシャルワーク
特別演習１

ソーシャルワーク
特別演習２ 卒業論文
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６．編入生および転学科生

１）２年次への転学科生

①社会福祉学科の必修科目である「社会福祉学概論Ａ」「社会福祉学概論Ｂ」を履修すること。所属するコー

スを申請し、コースに応じた選択必修科目（「福祉開発概論」または「ソーシャルワーク１Ａ」）を履修す

ること。

②社会福祉士の国家試験受験資格の取得を希望する者は、「ソーシャルワーク基礎実習指導」と「ソーシャル

ワーク演習１Ａ」「ソーシャルワーク演習１Ｂ」「ソーシャルワーク演習１Ｃ」を履修すること。履修にあ

たっては学科主任、担当教員との面接が必要となる。

③精神保健福祉士の国家試験受験資格の取得を希望する者は、「ソーシャルワーク基礎実習指導」「ソーシャ

ルワーク演習１Ｂ」「精神保健福祉援助演習（基礎）」「精神保健福祉援助演習（専門）Ａ」を履修すること。

履修にあたっては学科主任、担当教員との面接が必要になる。

④単位取得の状況により、国家試験受験資格の取得および卒業資格を得るために４年以上を要することがあ

る。

２）３年次への編入・転学科生

①社会福祉学科の必修科目である「社会福祉学概論Ａ」「社会福祉学概論Ｂ」を履修すること。所属するコー

スを申請し、コースに応じた必修科目（「福祉開発概論」または「ソーシャルワーク１Ａ」）を履修するこ

と。

２．福祉開発コースの演習・実習系科目（リンク制科目）

（１）実習科目

1年次

2年次 通

※ 「福祉開発フィールドワーク」は、ソーシャルワークコースの学生は履修できない。

（２）演習科目

3年次 通

4年次 通

※ ① 演習1、演習2ともに前年度秋学期にｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝまたは掲示によりクラス分けを実施。

② 卒業論文を未提出の場合は演習2の単位も認められない。

３．コース共通の演習・実習系科目

（１）実習科目

3年次 通 ※ ① 国家試験受験資格の指定科目ではない。

② 前提条件等は特になし。

（２）演習科目

1年次 秋 ※1年次春学期のコース選択前に掲示（クラス指定）。

福祉開発フィールドワーク

ソーシャルワークの理解

社会福祉学概論B

福祉開発の理解

単位取得済みまたは同時履修

社会福祉学概論A

基礎演習

社会福祉調査実習

演習1

演習2

卒業論文

単位取得済み

ない。
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②社会福祉士の国家試験受験資格の取得を希望する者は、「ソーシャルワーク基礎実習指導」「ソーシャル

ワーク演習１Ａ」「ソーシャルワーク演習１Ｂ」「ソーシャルワーク演習１Ｃ」を履修すること。履修にあ

たっては学科主任、担当教員との面接が必要となる。

③精神保健福祉士の国家試験受験資格の取得を希望する者は、「ソーシャルワーク基礎実習指導」「ソーシャ

ルワーク演習１Ｂ」「精神保健福祉援助演習（基礎）」「精神保健福祉援助演習（専門）Ａ」を履修すること。

履修にあたっては学科主任、担当教員との面接が必要になる。

④国家試験受験資格の取得および卒業資格を得るためには３年以上を要する。

７．横浜市内大学間単位互換制度

「横浜市内大学間学術･教育交流協議会」単位互換制度のこと（P.７の単位互換の項を参照）。

１）対象学年

2010 年度生から適用するものとし、対象学年は１～4 年次生。

２）履修可能科目

他大学の提供科目中、本学科「学科科目」（専門科目）に相当する科目のみを対象とする。

３）単位認定

①年間に履修できる単位数 4 単位まで （年間履修制限単位に含む）

②通算で履修できる単位数 8 単位まで

③卒業要件として認められる単位数 8 単位

４）卒業要件上の位置づけ

他大学で取得した科目は学科第 8 群の自由選択科目として扱われ、卒業要件単位に組み込まれる。教職等

の資格要件の科目には相当しない。GPA にも算入される。

５）認定方法

「単位互換科目１、２・・・」として、（  ）内に他大学名を記載し、本学の評価記号を適用させる。

６）履修上の注意

①単位互換制度を希望する学生は、募集要項およびホームページを参照して制度の詳細を理解した上で、

他大学で履修できる科目の範囲・単位数および卒業要件上の位置付け等につき、事前に教務課の窓口に申

し出て、学科主任に相談すること。

②提供科目および単位互換制度の詳細

「横浜市内大学間学術･教育交流協議会」のホームページおよび募集要項を参照。
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８．科目と単位

なお、開講学期の区別は、下記の略語を用いて示す。

    通 通年科目

    学 学期科目（春学期または秋学期開講）

    春 春学期科目

    秋 秋学期科目

     ※ただし、事情により「春」が「秋」に、「秋」が「春」になることもありうる。履修にあたっては

毎年度の時間割を必ず確認すること。

科目名 科目名 開講

単

位

数

群

別
注

履修上の注意

＊は必修科目

ａは福祉開発コースの

コース必修科目

ｂはソーシャルワーク

コースのコース必修科

目

同一科目のＡ・Ｂは内

容的に連続している場

合が多いので、できる

だけ続けて履修するこ

とが望ましい。ただし、

留学等の都合によっ

て、Ａのみ・Ｂのみの

単位を取得することは

可能である（Ａ・Ｂを

必ず同一年度に履修す

るようリンクをかけて

いる科目を除く）。

(1)「実習について」の

項を確認すること。

(2)「演習について」の

項を確認すること。

(3)社会福祉士、精神保

健福祉士受験資格の

ためには１年次で履

修することが望まし

い。

(4)科目付番２は同一科

目付番１で教授され

た知識が求められ

る。

[１年次以降の開講科目]

＊ 社会福祉学概論Ａ 社会福祉学概論Ｂ 学 ２ １

ソーシャルワークの理解 秋 ２ １ (1)

福祉開発の理解 秋 ２ １ (1)

ソーシャルワークの基礎 秋 ２ ４

基礎演習 秋 ２ ７ (2)

社会学概論 学 ２ ８ (3)

入門経済史１ 入門経済史２ 学 ２ ８ (4)

KC2129Current AffairsＡ 春 ２ ８

KC2130Current AffairsＢ 秋 ２ ８

[２年次以降の開講科目]

社会福祉史Ａ 社会福祉史Ｂ 学 ２ １

a 福祉開発概論 学 ２ １

社会福祉調査 学 ２ １

社会保障論Ａ 社会保障論Ｂ 学 ２ ２

社会福祉法制 学 ２ ２

社会政策論Ａ 社会政策論Ｂ 学 ２ ２

パーソナリティ・デベロップメ

ント論Ａ

パーソナリティ・デベロップメ

ント論Ｂ
学 ２ ３

臨床心理学Ａ 臨床心理学Ｂ 学 ２ ３

b ソーシャルワーク１Ａ 学 ２ ４ (1)

ソーシャルワーク２Ａ 学 ２ ４

ソーシャルワーク３Ａ 学 ２ ４

医療ソーシャルワーク論 学 ２ ４

介護概論 学 ２ ４

精神保健福祉援助技術総論 学 ２ ４

精神障害者の生活支援ｼｽﾃﾑ 学 ２ ４
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障害者福祉総論 学 ２ ５

共生社会の理解 秋 ２ ５

児童福祉論Ａ 学 ２ ５

高齢者福祉論Ａ 学 ２ ５

精神保健福祉論Ａ 学 ２ ５

身体障害者福祉論 学 ２ ５

知的障害者福祉論 学 ２ ５

社会福祉学特講１ 社会福祉学特講２ 学 ２ ６

ソーシャルワーク基礎実習指導 春 ２ ７
(1) 

(6) (6)ソーシャルワーク

コースについては

「ｿｰｼｬﾙﾜｰｸ基礎実習

指導」が、福祉開発

コースについては

「福祉開発ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰ

ｸ」が履修でき、それ

ぞれ別のコースの実

習科目は履修できな

い。

(7)「ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ実践指導」

の履修人数は 20 人

程度を上限とする。

履修希望者は必ず初

回の授業に出席し、

担当教員の指示に従

うこと。

(8)ＢはＡで教授した知

識が求められるた

め、同一年度にＡ･

Ｂ両方を履修するこ

とが望ましい。また、

ＢはＡで教授した知

識が求められるた

め、Ｂは、Ａと同一

年度に履修するか、

Ａを既に履修中（取

得または未取得を問

わない）であること

を履修条件とする。

(9)Ｂの履修にあたって

はＡが履修済みであ

ることが望ましい。

講義はＡの知識を前

提として行われる。

(9)社会学特講は、8 単

位まで卒業単位とし

て認められる。（た

だし、同じ担当者に

福祉開発フィールドワーク 通 ２ ７
(1) 

(6)

ソーシャルワーク演習１Ａ 春 ２ ７ (2)

ソーシャルワーク演習１Ｂ 秋 ２ ７ (2)

ソーシャルワーク演習１Ｃ 秋 ２ ７ (2)

精神保健福祉援助演習（基礎） 春 ２ ７ (2)

精神保健福祉援助演習（専門）Ａ 秋 ２ ７ (2)

ボランティア実践指導 通 ４ ７ (7)

心理学概論 学 ２ ８

経済学概論１ 経済学概論２ 学 ２ ８ (4)

憲法Ａ 憲法Ｂ 学 ２ ８ (8)

民法Ａ 民法Ｂ 学 ２ ８ (9)

社会学特講 学 ２ ８ (9)

内なる国際化論 A 内なる国際化論 B 学 ２ ８ (10)

障害児医学総論Ａ 障害児医学総論Ｂ 学 ２ ８

特別支援教育学総論Ａ 特別支援教育学総論Ｂ 学 ２ ８

病弱教育総論 学 ２ ８

[３年次以降の開講科目]

社会人類学Ａ 社会人類学Ｂ 学 ２ １

社会福祉の思想 学 ２ １

社会政策論１ 社会政策論２ 学 ２ １ (4)

権利擁護と成年後見制度 就労支援ｻｰﾋﾞｽ 学 ２ ２

国際社会保障論 Welfare States 学 ２ ２

公的扶助論Ａ 公的扶助論Ｂ 学 ２ ２

福祉行財政と福祉計画 学 ２ ２

共生社会の法と人権  ｿｰｼｬﾙｲﾝｸﾙｰｼﾞｮﾝの政策 学 ２ ２

精神保健Ａ 精神保健Ｂ 学 ２ ３

精神医学Ａ 精神医学Ｂ 学 ２ ３ (11)
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医学知識 学 ２ ３ よる同じ科目名のク

ラスを除く）。

(10)「内なる国際化論 A」

「内なる国際化論

B」はそれぞれ 4 単

位まで卒業単位とし

て認められる。（た

だし、同じ担当者に

よる同じ科目名のク

ラスを除く）

(11)精神医学Ａ・Ｂは同

時履修を前提とする。

ソーシャルワーク１Ｂ ソーシャルワーク２Ｂ 学 ２ ４

ソーシャルワーク３Ｂ 学 ２ ４

社会福祉運営管理論Ａ 社会福祉運営管理論Ｂ 学 ２ ４

精神保健福祉援助技術各論Ａ 精神保健福祉援助技術各論Ｂ 学 ２ ４

学校ソーシャルワーク論 学 ２ ４

児童福祉論Ｂ 高齢者福祉論Ｂ 学 ２ ５

精神保健福祉論Ｂ 医療福祉論 学 ２ ５

精神科リハビリテーション学Ａ 精神科リハビリテーション学Ｂ 学 ２ ５

家庭福祉論 女性福祉論 学 ２ ５

地域福祉論Ａ 地域福祉論Ｂ 学 ２ ５

司法福祉論 学 ２ ５

国際福祉論１ 国際福祉論２ 学 ２ ５

コミュニティ創生論Ａ コミュニティ創生論Ｂ 学 ２ ５

社会福祉学特講３ 社会福祉学特講４ 学 ２ ６

社会福祉学特講５Ａ 学 ２ ６

社会福祉学特講５Ｂ 学 ２ ６

演習１ 通 ２ ７ (2)

(12)「コース共通の実

習」の項を確認する

こと。

社会福祉調査実習 通 ４ ７ (12)

インターンシップ 通 ２ ７

ソーシャルワーク実習指導Ａ 秋 ２ ７ (1)

精神保健福祉援助実習指導Ａ 秋 ２ ７ (1)

ソーシャルワーク特別演習１ 秋 １ ７ (2)

ＮＰＯ論 学 ２ ８

専門外国書講読Ａ 専門外国書講読Ｂ 学 ２ ８

地域社会論 都市社会学 学 ２ ８

文化社会論 学 ２ ８

技術と人間Ａ 技術と人間Ｂ 学 ２ ８

社会倫理学 公共政策論 学 ２ ８

家族社会学 社会的ネットワーク論 学 ２ ８

犯罪社会学 暴力の論理学 学 ２ ８

性現象論 生命の社会学 学 ２ ８

産業社会学Ａ 産業社会学Ｂ 学 ２ ８

環境社会学 地域環境論 学 ２ ８

開発と健康の社会学 医療と身体の人類学 学 ２ ８

社会行動論 学 ２ ８

比較社会学 エスニシティの社会学 学 ２ ８
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職業指導 学 ２ ８

(13)特別支援学校教諭

の資格取得希望者向

けの科目なので、そ

の他の学生の履修は

控えること。

(14)2014年度から2年な

いし3年の限定開講

を予定している。

(15)教職課程の実習に

ついては[教職課程

履修要項(諸資格)]

を確認のこと。

労働法Ａ 労働法Ｂ 学 ２ ８ (7)

福祉国家論Ａ 福祉国家論Ｂ 学 ２ ８

公共と市民 政府と企業 学 ２ ８

都市行政 都政研究 学 ２ ８

視覚障害教育総論 聴覚障害教育総論 学 ２ ８ (13)

障害児・者心理学１(ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ) 障害児・者心理学３(学習) 学 ２ ８ (13)

病弱者の心理・生理・病理 障害者基礎理論 学 ２ ８ (13)

行政法Ａ 行政法Ｂ 学 ２ ８ (7)

成年後見法制１ 成年後見法制２ 学 ２ ８

比較成年後見法制 成年後見制度実務 学 ２ ８

社会起業論Ａ 社会起業論Ｂ 学 ２ ８

Social Welfare in English 学 ２ ８

ｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞﾋﾞｼﾞﾈｽと著作権 学 ２ ８ (14)

[４年次以降の開講科目]

ソーシャルワーク実習指導Ｂ 春 ２ ７ (1)

精神保健福祉援助実習指導Ｂ 春 ２ ７ (1)

精神保健福祉援助実習指導Ｃ 秋 ２ ７ (1)

ソーシャルワーク演習２ 通 ４ ７ (2)

精神保健福祉援助演習（専門）Ｂ 秋 ２ ７ (2)

演習２ 通 ２ ７ (2)

ソーシャルワーク実習 通 ４ ７ (1)

精神保健福祉援助実習 通 ４ ７ (1)

ソーシャルワーク特別演習２ 通 ２ ７ (2)

卒業論文 通 ４ ７
(1)

(2)

特別支援学校教育実習 通 ３ ８ (15)

９．教職課程の教科に関する科目（卒業要件外）

下記科目は、教育職員免許状のための単位として履修できる科目であり、卒業要件単位にならない。

下記「教科に関する科目」と「教職課程履修要項（諸資格）」に記載の「教職に関する科目」を年間履修制限単

位に加えて16単位まで履修できる。

配当年次 科目名 単位数 開講 注

２ 日本史１・２ ２・２ 学 (1)「哲学（専）１・２」を履修するためには、

明治学院共通科目[D群科目]の「哲学１～

８」「倫理学１～７」「論理学１～８」の

うち、同一名称の科目２科目（計４単位）

を取得済みでなければならない。

２ 世界史１・２ ２・２ 学

２ 地理学概論１・２ ２・２ 学

２ 地誌概説１・２ ２・２ 学
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２ 国際政治学Ａ・Ｂ ２・２ 学

２ 現代政治理論１Ａ・１Ｂ ２・２ 学

３ 哲学(専)１・２ ２・２ 学 (1)

３ 宗教学概論１・２ ２・２ 学
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10．社会福祉学科科目部門別一覧

＊は必修科目 aは福祉開発コースのコース必修科目 bはソーシャルワークコースのコース必修科目

第１群（基礎科目） 単位 年次 単位 年次

＊ 社会福祉学概論Ａ ２ １ 社会福祉調査 ２ ２

＊ 社会福祉学概論Ｂ ２ １ 社会人類学Ａ ２ ３

ソーシャルワークの理解 ２ １ 社会人類学Ｂ ２ ３

福祉開発の理解 ２ １ 社会福祉の思想 ２ ３

社会福祉史Ａ ２ ２ 社会政策論１ ２ ３

社会福祉史Ｂ ２ ２ 社会政策論２ ２ ３

a 福祉開発概論 ２ ２

第２群（制度・政策） 単位 年次 単位 年次

社会保障論Ａ ２ ２ Welfare States ２ ３

社会保障論Ｂ ２ ２ 公的扶助論Ａ ２ ３

就労支援サービス ２ ３ 公的扶助論Ｂ ２ ３

権利擁護と成年後見制度 ２ ３ 福祉行財政と福祉計画 ２ ３

社会福祉法制 ２ ２ 共生社会の法と人権 ２ ３

国際社会保障論 ２ ３ ソーシャルインクルージョンの政策 ２ ３

社会政策論Ａ ２ ２

社会政策論Ｂ ２ ２

第３群（対象者理解） 単位 年次 単位 年次

パーソナリティ・デベロップメント論Ａ ２ ２ 精神保健Ａ ２ ３

パーソナリティ・デベロップメント論Ｂ ２ ２ 精神保健Ｂ ２ ３

臨床心理学Ａ ２ ２ 精神医学Ａ ２ ３

臨床心理学Ｂ ２ ２ 精神医学Ｂ ２ ３

医学知識 ２ ３

第４群（方法・技術） 単位 年次 単位 年次
ソーシャルワークの基礎 ２ １ 介護概論 ２ ２

b ソーシャルワーク１Ａ ２ ２ 社会福祉運営管理論Ａ ２ ３

ソーシャルワーク１Ｂ ２ ３ 社会福祉運営管理論Ｂ ２ ３

ソーシャルワーク２Ａ ２ ２ 精神保健福祉援助技術総論 ２ ２

ソーシャルワーク２Ｂ ２ ３ 精神障害者の生活支援システム ２ ２

ソーシャルワーク３Ａ ２ ２ 精神保健福祉援助技術各論Ａ ２ ３

ソーシャルワーク３Ｂ ２ ３ 精神保健福祉援助技術各論Ｂ ２ ３

医療ソーシャルワーク論 ２ ２ 学校ソーシャルワーク論 ２ ３

第５群（分野） 単位 年次 単位 年次

障害者福祉総論 ２ ２ 精神科リハビリテーション学Ａ ２ ３

共生社会の理解 ２ ２ 精神科リハビリテーション学Ｂ ２ ３

児童福祉論Ａ ２ ２ 家庭福祉論 ２ ３

児童福祉論Ｂ ２ ３ 女性福祉論 ２ ３

医療福祉論 ２ ３ 地域福祉論Ａ ２ ３

高齢者福祉論Ａ ２ ２ 地域福祉論Ｂ ２ ３

高齢者福祉論Ｂ ２ ３ 司法福祉論 ２ ３

精神保健福祉論Ａ ２ ２ 国際福祉論１ ２ ３

精神保健福祉論Ｂ ２ ３ 国際福祉論２ ２ ３

身体障害者福祉論 ２ ２ コミュニティ創世論Ａ ２ ３

知的障害者福祉論 ２ ２ コミュニティ創生論Ｂ ２ ３

第６群（特講） 単位 年次 単位 年次

社会福祉学特講１ ２ ２ 社会福祉学特講４ ２ ３

社会福祉学特講２ ２ ２ 社会福祉学特講５Ａ ２ ３
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社会福祉学特講３ ２ ３ 社会福祉学特講５Ｂ ２ ３

第７群（実習・演習・卒論） 単位 年次 単位 年次

基礎演習 ２ １ ボランティア実践指導 ４ ２

ソーシャルワーク基礎実習指導 ２ ２ 社会福祉調査実習 ４ ３

福祉開発フィールドワーク ２ ２ インターンシップ ２ ３

ソーシャルワーク演習１Ａ ２ ２ ソーシャルワーク実習指導Ａ ２ ３

ソーシャルワーク演習１Ｂ ２ ２

２
ソーシャルワーク実習指導Ｂ ２ ４

ソーシャルワーク演習１Ｃ ２ ２ ソーシャルワーク実習 ４ ４

ソーシャルワーク演習２ ４ ４ 精神保健福祉援助実習指導Ａ ２ ３

精神保健福祉援助演習（基礎） ２ ２ 精神保健福祉援助実習指導Ｂ ２ ４

精神保健福祉援助演習（専門）Ａ ２ ２ 精神保健福祉援助実習指導Ｃ ２ ４

精神保健福祉援助演習（専門）Ｂ ２ ４ 精神保健福祉援助実習 ４ ４

演習１ ２ ３ ソーシャルワーク特別演習１ １ ３

演習２ ２ ４ ソーシャルワーク特別演習２ ２ ４

卒業論文 ４ ４

第８群（自由科目） 単位 年次 単位 年次

入門経済史１ ２ １ 開発と健康の社会学 ２ ３

入門経済史２ ２ １ 医療と身体の人類学 ２ ３

社会学概論 ２ １ 社会行動論 ２ ３

社会学特講 ２ ２ 比較社会学 ２ ３

内なる国際化論Ａ ２ ２ エスニシティの社会学 ２ ３

内なる国際化論Ｂ ２ ２ 職業指導 ２ ３

経済学概論１ ２ ２ ＮＰＯ論 ２ ３

経済学概論２ ２ ２ 専門外国書講読Ａ ２ ３

心理学概論 ２ ２ 専門外国書講読Ｂ ２ ３

民法Ａ ２ ２ 行政法Ａ ２ ３

民法Ｂ ２ ２ 行政法Ｂ ２ ３

憲法Ａ ２ ２ 労働法Ａ ２ ３

憲法Ｂ ２ ２ 労働法Ｂ ２ ３

障害児・者心理学概論Ａ ２ ２ 福祉国家論Ａ ２ ３

障害児・者心理学概論Ｂ ２ ２ 福祉国家論Ｂ ２ ３

障害児医学総論Ａ ２ ２ 公共と市民 ２ ３

障害児医学総論Ｂ ２ ２ 政府と企業 ２ ３

特別支援教育学総論Ａ ２ ２ 都市行政 ２ ３

特別支援教育学総論Ｂ ２ ２ 都政研究 ２ ３

病弱教育総論 ２ ２ 視覚障害教育総論 ２ ３

地域社会論 ２ ３ 聴覚障害教育総論 ２ ３

都市社会学 ２ ３ 障害児・者心理学１（コミュニケーショ
ン）

２ ３

文化社会論 ２ ３ 障害児・者心理学３（学習） ２ ３

技術と人間Ａ ２ ３ 病弱者の心理・生理・病理 ２ ３

技術と人間Ｂ ２ ３ 障害者基礎理論 ２ ３

社会倫理学 ２ ３ 成年後見法制１ ２ ３

公共政策論 ２ ３ 成年後見法制２ ２ ３

家族社会学 ２ ３ 比較成年後見法制 ２ ３

社会的ネットワーク論 ２ ３ 成年後見制度実務 ２ ３

犯罪社会学 ２ ３ 社会起業論Ａ ２ ３

暴力の論理学 ２ ３ 社会起業論Ｂ ２ ３

性現象論 ２ ３ Socail Welfare in English ２ ３

生命の社会学 ２ ３ ｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞﾋﾞｼﾞﾈｽと著作権 ２ ３

産業社会学Ａ ２ ３ 特別支援学校教育実習 ３ ４

産業社会学Ｂ ２ ３ KC2129 Current AffairsＡ ２ １
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環境社会学 ２ ３ KC2130 Current AffairsＢ ２ １

地域環境論 ２ ３
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国家試験受験資格

（社会福祉学科生）
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１
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（１）社会福祉士

社会福祉士の資格と職務

人口の高齢化が進み、家族機能が変化する中で、高齢者をはじめ、身体・知的障害者その他の人々のための社会福祉

サービスの需要が高まり、それを支える社会福祉専門職の養成・確保が課題となっている。そのような社会的背景のも

と、1987年に「社会福祉士及び介護福祉士法」が制定され、「社会福祉士」「介護福祉士」という国家資格の制度が新し

く設けられた。

本学で対象となるのは社会福祉士の資格のみである。社会学部社会福祉学科の学生が学科教育方針とそれに伴うカリ

キュラムに添って所定の科目の単位を取得して卒業（卒業見込みを含む）すると社会福祉士国家試験の受験資格が得ら

れる（法第7条1号に該当）。

社会福祉士の職務は、法によれば、「専門的知識及び技術をもって、身体上若しくは精神上の障害があること又は環境

上の理由により日常生活を営むのに支障がある者の福祉に関する相談に応じ、助言、指導、福祉サービスを提供する者

又は医師その他の保健医療サービスを提供する者その他の関係者との連絡及び調整その他の援助を行うこと」である。

2006年12月に出された、社会保障審議会福祉部会の「介護福祉士制度及び社会福祉士制度の在り方に関する意見」に

よると、社会福祉士の役割は、

①福祉課題を抱えた者からの相談に応じ、必要に応じてサービス利用を支援するなど、その解決を自ら支援する役割

②利用者がその有する能力に応じて、尊厳をもった自立生活を営むことができるよう、関係する様々な専門職や事業

者、ボランティア等との連携を図り、自ら解決することのできない課題については当該担当者への橋渡しを行い、

総合的かつ包括的に援助していく役割

③地域の福祉課題の把握や社会資源の調整・開発、ネットワークの形成を図るなど、地域福祉の増進に働きかける役

割

等を適切に果たしていくことが求められているとされている。

つまり、社会福祉士は、生活する上で困難を抱えている人々すべてに対して相談に応じ、それらの人々の生活を支援

する業務を高い実践力をもって行う専門職であるといえる。

近年、ニーズの多様化、高度化が進む中、社会福祉士の活躍の場は、高齢者・障害者・生活保護・児童・女性・母子

などの福祉の分野にとどまらず、教育・医療・司法・行政・労働・権利擁護に関する領域など、多様な分野に広がって

いる。
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2009 年度生以降の「社会福祉士」国家試験受験資格取得に必要な科目
「社会福祉士及び介護福祉士法等の一部を改正する法律」が2007年に公布された。これに基づき、2009年度生から、

以下に示すように法令で定められた「指定科目」に基づいて、本学開講科目を設定している。この本学で設定している

国家試験受験資格取得に必要な科目の単位を取得し卒業すれば（卒業見込みを含めて）、国家試験の受験資格が得られる。

したがって、この試験を受験しようと考える者は、下記の諸点をよく注意して科目を履修する必要がある。

◎ 「指定科目」と本学の開講科目

＜法令に定められている「指定科目」とは次の表のとおりである。＞

指定科目等の名称

人・社会・生活と福祉の理解に関する知識と方法

＊人体の構造と機能及び疾病

＊心理学理論と心理的支援

＊社会理論と社会システム

現代社会と福祉

＊社会調査の基礎

うち１科目

総合的かつ包括的な相談援助の理念と方法に関する知識と技術

＊相談援助の基盤と専門職

相談援助の理論と方法

地域福祉の基盤整備と開発に関する知識と技術

地域福祉の理論と方法

＊福祉行財政と福祉計画

＊福祉サービスの組織と経営

サービスに関する知識

＊社会保障

＊高齢者に対する支援と介護保険制度

＊障害者に対する支援と障害者自立支援制度

＊児童や家庭に対する支援と児童・家庭福祉制度

＊低所得者に対する支援と生活保護制度

＊保健医療サービス

＊就労支援サービス

＊権利擁護と成年後見制度

＊更生保護制度

  うち１科目

実習・演習

相談援助演習

相談援助実習指導

相談援助実習

＊印は基礎科目
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＜本学で開講されている学科目は、必ずしもこの「指定科目」の名称と同じではない。その対比は次のとおりである。＞

指定科目等の名称 開講科目の名称

＊ 人体の構造と機能及び疾病 医学知識     

＊ 心理学理論と心理的支援 心理学概論    うち１科目

＊ 社会理論と社会システム 社会学概論    

現代社会と福祉 社会福祉学概論Ａ，社会福祉学概論Ｂ

＊ 社会調査の基礎 社会福祉調査

＊ 相談援助の基盤と専門職 ソーシャルワーク１Ａ、 ソーシャルワーク１Ｂ

相談援助の理論と方法
ソーシャルワーク２Ａ， ソーシャルワーク２Ｂ， ソー

シャルワーク３Ａ， ソーシャルワーク３Ｂ

地域福祉の理論と方法 地域福祉論Ａ， 地域福祉論Ｂ

＊ 福祉行財政と福祉計画 福祉行財政と福祉計画

＊ 福祉サービスの組織と経営 社会福祉運営管理論Ａ

＊ 社会保障 社会保障論Ａ， 社会保障論Ｂ

＊ 高齢者に対する支援と介護保険制度 高齢者福祉論Ａ， 介護概論

＊ 障害者に対する支援と障害者自立支援制度 障害者福祉総論

＊ 児童や家庭に対する支援と児童・家庭福祉制度 児童福祉論Ａ

＊ 低所得者に対する支援と生活保護制度 公的扶助論Ａ

＊ 保健医療サービス 医療福祉論        

＊ 就労支援サービス 就労支援サービス      

＊ 権利擁護と成年後見制度 権利擁護と成年後見制度        うち１科目

＊ 更生保護制度 司法福祉論

相談援助演習

ソーシャルワーク演習１Ａ、ソーシャルワーク演習１Ｂ、

ソーシャルワーク演習１Ｃ、

ソーシャルワーク演習２

相談援助実習指導
ソーシャルワーク基礎実習指導、ソーシャルワーク実習指

導Ａ，ソーシャルワーク実習指導Ｂ

相談援助実習 ソーシャルワーク実習

  ＊印は基礎科目
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全学年共通
１．「社会福祉士」受験資格と「精神保健福祉士」受験資格の同時取得はできない。

２．３年次編入生（転学科生）が国家試験を受験しようとする場合、本学では、原則として卒業までに３年以上を要す

るので注意すること。

３．参考１：「社会福祉士」受験資格の養成課程

社会福祉士受験資格取得のための養成課程は次頁の図のとおりである。これで分かるように、受験資格は、必ず

しも法第７条第１号の社会福祉系４年制大学でなければ取れないというわけではない。例えば、本学で指定科目が

全部単位取得できなくとも基礎科目の単位を全部取得していれば、法第７条第２号のように卒業後、６ヵ月の養成

施設に入ってそれを卒業しても取ることができる。

参考２：社会福祉士国家試験について

「社会福祉士」試験科目

人体の構造と機能及び疾病 心理学理論と心理的支援

社会理論と社会システム 現代社会と福祉

社会調査の基礎 相談援助の基盤と専門職

相談援助の理論と方法 地域福祉の理論と方法

福祉行財政と福祉計画 福祉サービスの組織と経営

社会保障 高齢者に対する支援と介護保険制度

障害者に対する支援と障害者自立支援制度 児童や家庭に対する支援と児童・家庭福祉制度

低所得者に対する支援と生活保護制度 保健医療サービス

就労支援サービス 権利擁護と成年後見制度

更生保護制度

受験に関する情報や問い合わせ、出願は下記で受け付けている。

公益財団法人 社会福祉振興試験センター試験部

（ホームページ）http://www.sssc.or.jp/

〒150-0002 東京都渋谷区渋谷1-5-6 SEMPOSビル４階

電話 03-3486-7521

４．社会福祉士一般養成施設については、公益財団法人社会福祉振興・試験センターのホームページを参照のこと。

http://www.sssc.or.jp
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（公益財団法人社会福祉振興・試験センターHPより抜粋）

法第7条

第1号 第4号 第7号 第2号 第5号 第8号 第9号 第12号 第3号 第6号 第10号 第11号

福祉系 福祉系 福祉系 福祉系 福祉系 福祉系 社会福祉 一　　般 一　　般 一　　般

大学等 短大等 短大等 大学等 短大等 短大等 主　　事 大学等 短大等 短大等

４年 ３年 ２年 4年 ３年 ２年 養成機関 ４年 ３年 ２年

※1

指定科目 指定科目 指定科目 基礎科目 基礎科目 基礎科目

履　　修 履　　修 履　　修 履　　修 履　　修 履　　修

相談援助 相談援助 相談援助 相談援助 相談援助 相談援助 相談援助 相談援助

実務１年 実務２年 実務１年 実務２年 実務２年 実務４年 実務１年 実務２年 実務４年

（精神保健福祉士は、受験申込時の申請により一部試験科目免除）

※１ 社会福祉主事養成機関（昼間課程、夜間課程）は、修業年限２年以上の学校が指定されているほか、

1年間の通信課程のものが現在２校あります。

社会福祉主事養成機関（通信課程）
・　　日本社会事業大学通信教育科社会福祉主事養成課程

・　　全国社会福祉協議会中央福祉学院社会福祉主事資格認定通信課程

※２ 社会福祉士及び介護福祉士法第7条12号による児童福祉司、査察指導員等については、同法附則
（平成19年12月5日）第3条第2項により、平成24年12月4日までに5年以上の実務経験となる方は、
平成25年1月実施（予定）の試験まで受験することができます。

※２
児童福祉司

身体障害者
福祉司

査察指導員

知的障害者
福祉司

老人福祉指
導主事

一般養成施設等（1年以上）

社　会　福　祉　士　資　格　取　得　（　登　録　）

社　会　福　祉　士　国　家　試　験

短期養成施設等（６月以上）

社会福祉士及び介護福祉士法第 7 条第 12 号による児童福祉司、査察指導員等については、同法附則
（平成19年12月5日）第3条第2項により、平成25年1月実施の第25回試験まで、実務経験5年
以上で受験できます。（平成24年12月4日までに5年以上の実務経験となる方）
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（２）精神保健福祉士

精神保健福祉士の職務

我が国の精神保健福祉の現状については、精神障害者の長期入院やいわゆる社会的入院の問題等が指摘されて

おり、精神障害者の社会復帰を促進することが緊急の課題となっている。このため、精神障害者が社会復帰を果

たす上で障害となっている諸問題の解決を図る必要があり、医師等の医療従事者が行う診療行為に加えて、退院

のための環境整備などについての様々な支援を行う人材の養成・確保が求められている。こうしたことから、精

神障害者の保健及び福祉に関する専門的知識及び技術をもって、精神障害者の社会復帰に関する相談援助を行う

者として、精神保健福祉士の資格制度が1997年に創設された。その基本的な業務内容は、

①精神障害者の相談に応じること

精神障害者自身は、精神障害者に対する各種給付制度、税の減免措置等の経済的支援や、社会復帰施設等の社

会資源に関する知識を有しないことが通常であり、精神障害者の社会復帰に向けた自助努力を支援するに当

たっては、精神障害者の求めに応じて、活用可能な様々な選択肢を提供することが重要である。そのため、精

神保健福祉士は、精神障害者の精神疾患の状態にも配慮しつつ、その円滑な社会復帰に資する各種の情報提供

をその業務として行う。

②精神障害者に対する助言、指導を行うこと

精神障害者の社会復帰を支援するためには、精神障害者の相談に応じるだけでなく、当該精神障害者にとって、

どのような制度を利用する事が有利であるか、どのような選択肢が適しているか、そのような制度を利用する

上で満たすべき条件は何なのか等を分析検討した上で、精神障害者が目指すべき社会復帰の方向を提案し、誘

導していくことが重要である。そのため、精神保健福祉士は、精神障害者に対して、その精神疾患の状態にも

配慮しつつ、その円滑な社会復帰に資する退院後の住居や再就労の場の選択等について、積極的な提案、誘導

をその業務として行う。

③精神障害者に対する日常生活への適応のために必要な訓練、その他を行うこと

入院中の精神障害者の中には、10 年以上入院している人が３分の１以上いるなど入院期間が長期にわたる人が

多く、このような人については、精神保健福祉士は、社会復帰が円滑に進むように、生活習慣を身につけたり、

社会資源の活用ができるように、日常生活への適応のために必要な訓練その他の援助を行う。

以上が基本的な業務であるが、勤務先としては、精神科病院、診療所、保健所、精神保健福祉センター、社会

復帰施設、精神障害者作業所、保護観察所等多岐にわたるのでその場に応じた多彩な活動が展開される。
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2012 年度生以降の「精神保健福祉士」国家試験受験資格取得に必要な科目

2011年、精神保健福祉士法の改正が行われた。これに基づき、2012年度生から、以下に示すように本学科で、

法令に定められている「指定科目」の単位を取得し卒業すれば（卒業見込みを含めて）、この法に基づく国家試験

の受験資格が得られる。したがって、この試験を受験しようと考える者は、下記の諸点をよく注意して科目を履

修する必要がある。

◎ 「指定科目」と本学の開講科目

＜法令に定められている「指定科目」とは次の表のとおりである。＞

科   目   名 備       考

共
通
科
目

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

人体の構造と機能及び疾病

心理学理論と心理的支援

社会理論と社会システム

現代社会と福祉

地域福祉の理論と方法

社会保障

低所得者に対する支援と生活保護制度

福祉行財政と福祉計画

保健医療サービス

権利擁護と成年後見制度

障害者に対する支援と障害者自立支援制度

 
 
 
 

専
門
科
目

＊

精 神 疾 患 と そ の 治 療

精神保健の課題と支援

精神保健福祉相談援助の基盤（基礎）

精神保健福祉相談援助の基盤（専門）

精神保健福祉の理論と相談援助の展開

精神保健福祉に関する制度とサービス

精神障害者の生活支援システム

実
習
演
習
科
目

＊精神保健福祉援助演習（基礎）

精神保健福祉援助演習（専門）

精神保健福祉援助実習指導

精神保健福祉援助実習

＊印は基礎科目

うち１科目
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＜本学で開講されている学科目は、必ずしもこの「指定科目」の名称と同じではない。その対比は次のとおりである。＞

指 定 科 目 本  学 開  講  科  目

精神疾患とその治療 精神医学Ａ・精神医学Ｂ

精神保健の課題と支援 精神保健Ａ・精神保健Ｂ

＊ 精神保健福祉相談援助の基盤（基礎） ソーシャルワーク１Ａ

精神保健福祉相談援助の基盤（専門） 精神保健福祉援助技術総論

精神保健福祉の理論と

相談援助の展開

精神保健福祉援助技術各論Ａ・精神保健福祉援助技術各論Ｂ

精神科リハビリテーション学Ａ・精神科リハビリテーション学Ｂ

精神保健福祉に関する

制度とサービス
精神保健福祉論Ａ・精神保健福祉論Ｂ

精神障害者の生活支援システム 精神障害者の生活支援システム

＊ 精神保健福祉援助演習（基礎） 精神保健福祉援助演習（基礎）

精神保健福祉援助演習（専門） 精神保健福祉援助演習（専門）Ａ・精神保健福祉援助演習（専門）Ｂ

精神保健福祉援助実習 精神保健福祉援助実習

精神保健福祉援助実習指導
精神保健福祉援助実習指導Ａ・精神保健福祉援助実習指導Ｂ・

精神保健福祉援助実習指導Ｃ

＊ 現代社会と福祉 社会福祉学概論Ａ・社会福祉学概論Ｂ

＊ 社会保障 社会保障論Ａ・社会保障論Ｂ

＊
低所得者に対する支援と

生活保護制度
公的扶助論Ａ

＊ 地域福祉の理論と方法 地域福祉論Ａ・地域福祉論Ｂ

＊ 心理学理論と心理的支援 心理学概論

＊ 社会理論と社会システム 社会学概論

＊ 人体の構造と機能及び疾病 医学知識

＊ 権利擁護と成年後見制度 権利擁護と成年後見制度

＊ 福祉行財政と福祉計画 福祉行財政と福祉計画

＊ 保健医療サービス 医療福祉論

＊
障害者に対する支援と

障害者自立支援制度
障害者福祉総論

＊印は基礎科目

うち１科目
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全学年共通

１．「社会福祉士」受験資格と「精神保健福祉士」受験資格の同時取得はできない。

２．３年次編入生（転学科生）が国家試験を受験しようとする場合、本学では、卒業までに３年（以上）を要する

ことがあるので注意すること。特に、社会福祉学概論Ａ・Ｂを取得していない者は、この点に注意する必要があ

る。

３．参考１：「精神保健福祉士」受験資格の養成課程

精神保健福祉士受験資格取得のための養成課程は次頁の図のとおりである。これで分かるように、受験資

格は、必ずしも法第７条第１号の社会福祉系４年制大学でなければ取れないというわけではない。例えば、

本学で指定科目が全部取得できなくとも基礎科目を全部取得すれば法第７条第２号のように卒業後、６ヵ月

の養成施設に入ってそれを卒業しても取ることができる。

参考２：「精神保健福祉士」試験科目は下記のとおりである。

現代社会と福祉

社会保障

低所得者に対する支援と生活保護制度

地域福祉の理論と方法

障害者に対する支援と障害者自立支援制度

精神疾患とその治療

精神保健の課題と支援

精神保健福祉相談援助の基盤（基礎）

精神保健福祉相談援助の基盤（専門）

精神保健福祉の理論と相談援助の展開

精神保健福祉に関する制度とサービス

精神障害者の生活支援システム

心理学理論と心理的支援

社会理論と社会システム

権利擁護と成年後見制度

人体の構造と機能及び疾病

福祉行財政と福祉計画

保健医療サービス

参考３：精神保健福祉士国家試験について

受験に関する問合せ、出願は下記で受け付けている。

公益財団法人 社会福祉振興試験センター試験部

（ホームページ）http://www.sssc.or.jp/

〒150-0002 東京都渋谷区渋谷1-5-6 SEMPOSビル４階

電話 03-3486-7521

４．精神保健福祉士一般養成施設および短期養成施設等については、公益財団法人社会福祉振興・試験センターの

ホームページを参照のこと。http://www.sssc.or.jp
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社会学部専任教員一覧

社会学科

氏  名 主な担当科目 備  考

浅川 達人 社会統計学

石原  俊 グローバリゼーション論

石原 英樹 社会的相互行為論

稲葉振一郎 社会倫理学

岩永 真治 都市社会学

加藤 秀一 性現象論

鬼頭 美江 社会心理学

坂口  緑 生涯学習概論

佐藤 正晴 メディア史

澤野 雅樹 犯罪社会学

柘植あづみ 医療と身体の人類学

野沢 慎司 家族社会学

半澤 誠司 情報社会論

藤川  賢 環境社会学

水谷 史男 社会調査の技法

元森絵理子 教育社会学

安井 大輔 エスニシティ論

渡辺 雅子 宗教社会学

社会福祉学科

氏  名 主な担当科目 備  考

明石留美子 福祉開発概論

茨木 尚子 社会福祉運営管理論

大瀧 敦子 医療ソーシャルワーク論

岡  伸一 社会保障論

岡本多喜子 高齢者福祉論

河合 克義 地域福祉論

北川 清一 ソーシャルワーク２

金  成垣 社会政策論

久保 美紀 ソーシャルワーク１

榊原 美樹 ソーシャルワーク３

清水 浩一 社会福祉学概論

新保 美香 公的扶助論

高倉 誠一 特別支援教育学総論

深谷 美枝 ソーシャルワークの基礎

松原 康雄 社会福祉学特講５Ａ・５Ｂ

三輪 清子 児童福祉論

村上 雅昭 精神医学

八木原律子 精神保健福祉援助技術総論

米澤  旦 社会起業論

和気 康太 社会福祉調査
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諸資格
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1．社会教育主事任用資格
社会教育主事任用資格が取得できる学科

社会教育主事任用資格は、社会学科生が取得することができます。

社会教育主事の職務

社会教育とは、学校教育法に基づき、学校において行われる教育活動を除く、主として青少年及び成人に行

われる組織的な教育活動を言います。国及び地方公共団体はすべての国民があらゆる機会、あらゆる場所を利

用して自ら実際生活に即する文化的教養を高め得るように環境を整える努力を義務づけています。都道府県及

び市町村の教育委員会では、社会教育に関する諸般の事務を行うため社会教育主事を置いています。

社会教育主事の主たる職務は社会教育を行う者に、専門的技術的な助言と指導を行うことです。

社会教育主事任用資格を得るには

下記 1～4 のいずれかに該当する者が社会教育主事任用資格を得られます。任用資格とは、公務員試験に合

格して公務員となった者にあてはまるものであり、この要件が満たされなければ社会教育主事にはなれません。

1．大学に 2 年以上在学し、62 単位以上を修得し、又は高等専門学校を卒業し、かつ次に掲げる期間を通算

した期間が 3 年以上になる者で、必要とする社会教育主事の講習を修了した者

①社会教育主事補の職にあった期間

②官公署・学校・社会教育施設又は社会教育関係団体における職で司書・学芸員その他の社会教育主事補

の職と同等以上の職として文部科学大臣の指定するものにあった期間

③官公署・学校・社会教育施設又は社会教育関係団体が実施する社会教育に関係のある事業における業務

であって、社会教育主事として必要な知識又は技能の習得に資するものとして文部科学大臣が指定する

ものに従事した期間（①又は②に掲げる期間に該当する期間を除く）

2．教育職員の普通免許状を有し、かつ 5 年以上文部科学大臣の指定する教育に関する職にあった者で、必要

とする社会教育主事の講習を修了した者

3．大学に 2 年以上在学し、62 単位以上を修得しかつ大学において文部科学省令で定める社会教育に関する

科目の単位を修得し、1 の①～③に掲げる期間を通算した期間が 1 年以上になる者

4．社会教育主事の講習を修了した者（1 及び 2 に掲げる者を除く）で、社会教育に関する専門的事項につい

て 1～3 に掲げる者に相当する教養と経験があると都道府県の教育委員会が認定した者

本学社会学科生は、次ページに挙げる科目を取得することで、社会教育主事任用資格を得ることができま

す。取得要件を満たしている方には、証明書を発行いたします。お求めになる場合は教務部までお問い合わ

せください。



72

社会教育に関する科目

社会教育主事講習等

規程に定める社会

教育に関する科目

本学で開講している科目名
()内の数字はその科目の単位数

最低修得

単位数

社会教育の基礎

（社会教育概論）

生涯学習概論A (2) 生涯学習概論B (2) 必修

4単位

社会教育計画 社会教育計画A (2) 社会教育計画B (2) 必修

4単位

社会教育演習、社会教育実習

又は社会教育課題研究

社会教育演習1

社会教育演習2

社会教育調査実習

(4)

(2)

(4)

社会教育課題研究A

社会教育課題研究B

(2)

(2)
必修

4単位

社会教育特講

選択必修

12単位
社会教育特講Ⅰ

（現代社会と教育）

家庭教育A (2) 家庭教育B (2)

社会教育特講Ⅱ

(社会教育活動・事業・施設)

社会教育行政

社会教育施設

(2)

(2)

職業指導 (2)

社会教育特講Ⅲ

（その他必要な科目）

ﾒﾃﾞｨｱ史

ﾒﾃﾞｨｱ社会論

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論

C1011 ｷﾘｽﾄ教の基礎A

C1012 ｷﾘｽﾄ教の基礎B

D1081 芸術学1

D1082 芸術学2

D1121 日本文化論1

D1122 日本文化論2

D1211 政治学1

D1212 政治学2

D1241 経済学1

D1242 経済学2

(2)

(2)

(2)

(2)

(2)

(2)

(2)

(2)

(2)

(2)

(2)

(2)

(2)

D1441 生命科学1

D1442 生命科学2

D1601 健康科学1

D1602 健康科学2

D1611 ｽﾎﾟｰﾂ科学1

D1612 ｽﾎﾟｰﾂ科学2

D1621 ｽﾎﾟｰﾂ方法学1

D1622 ｽﾎﾟｰﾂ方法学2

D1623 ｽﾎﾟｰﾂ方法学3

D1624 ｽﾎﾟｰﾂ方法学4

教育の思想と歴史

(2)

(2)

(2)

(2)

(2)

(2)

(2)

(2)

(2)

(2)

(2)

（注 1)社会教育に関する科目のうち、上記の表のように、必修 3 領域より 12 単位、選択必修より 12 単位、

計 24 単位を修得する必要があります。

（注 2）『社会教育特講』は、Ⅰ、Ⅱ、Ⅲそれぞれから科目を修得することが望ましいです。

（注 3)「社会教育行政」と「社会教育施設」は両科目を修得した場合のみ、『社会教育特講Ⅱ』の単位修得

とみなします。
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2．社会福祉主事任用資格
社会福祉主事任用資格が取得できる学科

社会福祉主事任用資格は、すべての学科の学生が取得することができます。

社会福祉主事の職務

国、地方公共団体、社会福祉法人など社会福祉事業を経営する者は、福祉サービスを必要としている人たち

が心身ともに健やかに育成され、または社会、経済、文化その他の活動に参加する機会が与えられ、その年令、

環境、心身の状況に応じて、地域において必要な福祉サービスを提供できるようにしなければなりません。こ

のことに基づき、地方公共団体は、福祉に関する事務所を設置しており、ここには社会福祉主事をおくよう社

会福祉法において義務づけられています。

社会福祉主事は、その事務所において生活保護法、児童福祉法、母子及び寡婦福祉法、老人福祉法、身体障

害者福祉法、及び知的障害者福祉法の定める援護、育成または更生の措置に関する事務を行うことを職務とし

ています。

社会福祉主事任用資格を得るには

20歳以上の者で、人格高潔で思慮が円熟し、社会福祉の増進に熱意があり、かつ下記1～3のいずれかに該当

する者が任用資格を得られます。任用資格とは、公務員試験に合格して公務員となった者にあてはまるもの

であり、この要件が満たされなければ社会福祉主事にはなれません。

1．大学において厚生労働大臣の指定する社会福祉に関する科目を修め卒業した者

2．厚生労働大臣の指定する養成機関又は講習会の課程を修了した者

3．厚生労働大臣の指定する社会福祉事業従事者試験に合格した者

本学学生は、次ページに挙げる『社会福祉法に定める科目』を3科目以上修得することで、社会福祉主事任

用資格を得ることができます。『社会福祉法に定める科目』に対し、『本学で開講している科目』を表記してい

ますので、これらの科目を修得してください。

『本学で開講している科目』について、その科目を履修することができる学科を「○」で示しています、各

科目の履修に際しては条件が付される場合もあります。詳しくは所属学部の履修要項でご確認ください。なお

表では学科名称に略称を用いています。（LE：英文学科、LF:フランス文学科、LA:芸術学科、EE:経済学科、EB：

経営学科、EG：国際経営学科、SG：社会学科、SW:社会福祉学科、JU：法律学科、JC：消費情報環境法学科、

JP:政治学科、KS：国際学科、KC：国際キャリア学科、PS：心理学科、PE：教育発達学科）

本資格の取得要件を満たしている方には、証明書を発行いたします。お求めになる場合は教務部までお問い

合わせください。
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社会福祉主事の資格に関する科目

社会福祉法に

定める科目名

本学で開講している

科目名

履修できる学科 (2010～2013 年度入学生)

LE LF LA EE EB EG SG SW JU JC JP KS KC PS PE

社会福祉概論

社会福祉学概論 A・B ○ ○

D1231 社会福祉学 1

D1232 社会福祉学 2
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

社会福祉援助技術論 ｿｰｼｬﾙﾜｰｸ 1A ○

社会福祉調査論 社会福祉調査 ○

社会福祉行政論 社会福祉法制 ○ ○

社会保障論 社会保障論 A・B ○ ○ ○ ○ ○

公的扶助論 公的扶助論 A ○ ○

児童福祉論 児童福祉論 A・B ○ ○

家庭福祉論 家庭福祉論 ○ ○

保育理論 保育内容の指導法 ○

身体障害者福祉論 身体障害者福祉論 ○ ○

知的障害者福祉論 知的障害者福祉論 ○ ○

老人福祉論 高齢者福祉論 A・B ○ ○

地域福祉論 地域福祉論 A ○ ○

法学

D1201 法学(日本国憲法を含む)1

D1202 法学(日本国憲法を含む)2
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1608 法学原論 ※A

2309 法学原論 ※B

民法

2305 民法 ※A

民法 A・B ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

民法総則 1・2 ○ ○ ○

行政法

行政法 A・B ○ ○ ○ ○ ○

行政法 1A・1B ○ ○ ○

行政法 2A・2B ○ ○ ○

経済学

経済学概論 1・2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

財政学 1・2 ○ ○ ○ ○ ○ ○

ﾐｸﾛ経済政策 ○ ○ ○ ○

ﾏｸﾛ経済政策 ○ ○ ○ ○

社会政策
社会政策論 1・2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

労働経済論 1・2 ○ ○ ○

心理学

心理学概論 A・B ○

心理学概論 ○

子どもの学習支援の心理学

教育相談の理論と方法

生涯発達心理学(成人･老年)

○

心理学総論 A ※C

社会学
社会学概論 A・B ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

社会学概論 ○

教育学
教育の思想と歴史 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

教育原論 ○

医学一般 医学知識 ○

介護概論 介護概論 ○

(注1)『本学で開講している科目』がない『社会福祉法に定める科目』は上記の表に掲載していません。
(注2）『本学で開講している科目』において、科目名の後にA・B、1・2が付されている科目は、2科目セッ

トで修得しなければ『社会福祉法に定める科目』1科目と数えることができません。
(注3)「子どもの学習支援の心理学」・「教育相談の理論と方法」・「生涯発達心理学(成人･老年)」は3科目修

得しなければ『社会福祉法に定める科目』1科目として数えることができません。
(注4)『社会福祉法に定める科目』の同じ区分で、本学で開講している科目を複数科目修得しても、1科目

と数えます。
例）社会福祉学科生が「社会福祉学概論 A・B」と「社会福祉学 1・2」の合計 4 科目を修得した場合

は、『社会福祉法に定める科目』の『社会福祉概論』1 科目の修得と数えます。
(注 5)表中の注釈は以下の意味です。

※A：2010 年度入学生のみ履修可能です。
※B：2011 年度以降入学生のみ履修可能です。
※C：2012 年度以降入学生のみ履修可能です。
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3．知的障害者福祉司任用資格・身体障害者福祉司任用資格

知的障害者福祉司任用資格・身体障害者福祉司任用資格が取得できる学科

知的障害者福祉司任用資格および身体障害者福祉司任用資格は、社会福祉学科生が取得することができます。

知的障害者福祉司・身体障害者福祉司の職務

知的障害者福祉法に基づき、都道府県は知的障害者更生相談所に知的障害者福祉司を置くことが義務づけら

れ、市町村は福祉事務所に知的障害者福祉司を置くことができます。また、身体障害者福祉法に基づき、都道

府県は身体障害者更生相談所に身体障害者福祉司を置くことが義務づけられ、市町村は福祉事務所に身体障害

者福祉司を置くことができます。知的障害者福祉司は知的障害者の、身体障害者福祉司は身体障害者の福祉に

関する相談に応じ、また福祉事務所の所員に対して技術的指導を行うことを職務としています。行政の長は、

下記の任用要件（任用資格）を充たしている者の中から、知的障害者福祉司・身体障害者福祉司を任命します。

知的障害者福祉司任用資格・身体障害者福祉司任用資格を得るには

下記1～4のいずれかに該当する者が知的障害者福祉司任用資格を得られます。

1．学校教育法に基づく大学において厚生労働大臣の指定する社会福祉に関する科目を修めて卒業した者

2．社会福祉主事の資格を有し、知的障害者の福祉に関する事業に 2 年以上従事した経験を有する者

3．知的障害者の福祉に関する事業に従事する職員を養成する学校その他の施設で厚生労働大臣の指定する

ものを卒業した者

4．その他（略）

下記1～4のいずれかに該当する者が身体障害者福祉司任用資格を得られます。

1．学校教育法に基づく大学において厚生労働大臣の指定する社会福祉に関する科目を修めて卒業した者

2．社会福祉主事の資格を有し、身体障害者の福祉に関する事業に 2 年以上従事した経験を有する者

3．身体障害者の福祉に関する事業に従事する職員を養成する学校その他の施設で厚生労働大臣の指定する

ものを卒業した者

4．その他（略）

本学社会福祉学科生は、卒業することで、知的障害者福祉司任用資格および身体障害者福祉司任用資格を満

たすことになります。その証明は卒業証明書で行うことができます。

＜参考＞

知的障害者福祉司・身体障害者福祉司の両資格は、ともに法律上は地方自治体における社会福祉局の任用

資格です。しかし実際には自治体により、その職名、任用基準は多様です。「社会福祉主事」資格と同様に、

資格取得が法律に規定する部署の職務に就く場合に有利に働く訳ではなく、まずは地方公務員試験に合格し、

その上で当該部署に配属されて初めて意味を持つ資格であることに注意してください。
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4．児童福祉司任用資格
児童福祉司の職務

児童福祉法に基づき、児童相談所には児童福祉司をおくことが義務づけられています。

児童福祉司は、児童相談所長の命を受けて、児童の保護、その他児童の福祉に関する事項について、相談に

応じ、専門的技術に基づいて必要な指導を行う等、児童の福祉の増進に努めることを職務としています。

児童福祉司に任用される要件

1. 学校教育法に基づく大学において心理学、教育学もしくは社会学を専修する学科又はこれに相当する課

程を修め卒業した者であって、厚生労働省令で定める施設において 1 年以上児童その他の福祉に関する

相談に応じ、助言、指導その他の援助を行う業務に従事した者

2. 社会福祉主事として 2 年以上、児童福祉事業に従事した者

3. 厚生労働大臣の指定する児童福祉司又は児童福祉施設の職員を養成する学校その他の施設を卒業し又

は厚生労働大臣の指定する講習会の課程を修了した者

4. その他（略）

上記のいずれかに該当する者はこの任用資格が得られます。任用資格とは、公務員試験に合格して公務員

となった者にあてはまるものであり、この要件が満たされなければ児童福祉司にはなれません。

本学社会学科生・社会福祉学科生・心理学科生・教育発達学科生は、卒業することで、上記1に定める「心

理学、教育学もしくは社会学を専修する学科又はこれに相当する課程を修め卒業した者」であることになり

ます。その証明は卒業証明書で行うことができます。

児童福祉司任用資格の取得には、これに加えて「厚生労働省令で定める施設において1年以上児童その他

の福祉に関する相談に応じ、助言、指導その他の援助を行う業務に従事」する必要があります。
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